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─────────────────────────────────────────── 

平成16年 第２回（定例）壱 岐 市 議 会 会 議 録（第１日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第１号） 

                         平成16年６月11日 午前10時03分開会 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 会期の決定 

日程第３ 諸般の報告 

日程第４ 施政方針の説明 

日程第５ 報告第１号 
平成１５年度壱岐市一般会計暫定予算の繰越

明許費繰越計算書の報告について 
説明 

日程第６ 報告第２号 

平成１５年度壱岐市簡易水道事業特別会計暫

定予算の繰越明許費繰越計算書の報告につい

て 

説明 

日程第７ 報告第３号 
平成１５年度壱岐市下水道事業特別会計暫定

予算の繰越明許費繰越計算書の報告について 
説明 

日程第８ 報告第４号 

平成１５年度壱岐市漁業集落排水整備事業特

別会計暫定予算の繰越明許費繰越計算書の報

告について 

説明 

日程第９ 議案第21号 
壱岐市立石田図書館の設置及び管理に関する

条例の制定について 
説明 

日程第10 議案第22号 壱岐市印鑑条例の一部改正について 説明 

日程第11 議案第23号 壱岐市手数料条例の一部改正について 説明 

日程第12 議案第24号 
壱岐市長職務執行者の給与及び旅費に関する

条例の廃止について 
説明 

日程第13 議案第25号 平成１６年度壱岐市一般会計予算について 説明 

日程第14 議案第26号 
平成１６年度壱岐市国民健康保険事業特別会 

計予算について 
説明 

日程第15 議案第27号 
平成１６年度壱岐市老人保健特別会計予算に 

ついて 
説明 

日程第16 議案第28号 
平成１６年度壱岐市介護保険事業特別会計予 

算について 
説明 

日程第17 議案第29号 
平成１６年度壱岐市簡易水道事業特別会計予 

算について 
説明 

日程第18 議案第30号 
平成１６年度壱岐市下水道事業特別会計予算 

について 
説明 

日程第19 議案第31号 
平成１６年度壱岐市漁業集落排水整備事業特 

別会計予算について 
説明 
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日程第20 議案第32号 
平成１６年度壱岐市老人ホーム事業特別会計 

予算について 
説明 

日程第21 議案第33号 
平成１６年度壱岐市特別養護老人ホーム事業 

特別会計予算について 
説明 

日程第22 議案第34号 
平成１６年度壱岐市精神障害者地域生活支援 

センター事業特別会計予算について 
説明 

日程第23 議案第35号 
平成１６年度壱岐市精神障害者福祉ホームＢ 

型事業特別会計予算について 
説明 

日程第24 議案第36号 
平成１６年度壱岐市三島航路事業特別会計予 

算について 
説明 

日程第25 議案第37号 
平成１６年度壱岐市農業機械銀行特別会計予 

算について 
説明 

日程第26 議案第38号 
平成１６年度壱岐市芦辺港ターミナルビル事 

業特別会計予算について 
説明 

日程第27 議案第39号 
平成１６年度壱岐市病院事業会計予算につい 

て 
説明 

日程第28 議案第40号 
平成１６年度壱岐市水道事業会計予算につい 

て 
説明 

日程第29 議案第41号 
長崎県市町村議会議員公務災害補償等組合を 

組織する地方公共団体の数の減少について 
説明 

日程第30 議案第42号 

長崎県市町村議会議員公務災害補償等組合を 

組織する地方公共団体の数の増加及び組合を 

組織する地方公共団体の数の増減に伴う規約 

の変更について 

説明 

日程第31 議案第43号 
長崎県市町村総合事務組合を組織する組合市 

町村数の減少について 
説明 

日程第32 議案第44号 
長崎県市町村総合事務組合を組織する組合市 

町村数の増加及び規約の変更について 
説明 

日程第33 議案第45号 
長崎県離島医療圏組合を組織する地方公共団 

体の数の減少について 
説明 

日程第34 議案第46号 

長崎県離島医療圏組合を組織する地方公共団 

体の数の増加及び同組合を組織する地方公共 

団体の数の増減に伴う組合規約の変更につい 

て 

説明 

日程第35 議案第47号 長崎県町村土地開発公社定款の変更について 説明 

日程第36 議案第48号 過疎地域自立促進計画の策定について 説明 

日程第37 議案第49号 財産の無償譲渡について 説明 

日程第38 議案第50号 
あらたに生じた土地の確認及び字の区域の変 

更について 
説明 

日程第39 議案第51号 
あらたに生じた土地の確認及び字の区域の変 

更について 
説明 
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日程第40 議案第52号 
あらたに生じた土地の確認及び字の区域の変 

更について 
説明 

日程第41 議案第53号 
あらたに生じた土地の確認及び字の区域の変 

更について 
説明 

日程第42 請願第１号 
「壱岐公立病院に人工透析室の設置」を求め 

るための請願 
説明 

日程第43 陳情第５号 非核・平和壱岐市宣言の制定についての陳情 説明省略(写し配布) 

日程第44 陳情第６号 
長崎県地方最低賃金の引き上げと最低賃金制 

度の抜本改正を求める陳情 
説明省略(写し配布) 

日程第45 陳情第７号 

国の財政再建優先の「三位一体改革」でな

く、地方分権のための地方税財政改革を進め

る意見書採択を求める陳情 

説明省略(写し配布) 

日程第46 要請第１号 
「地方分権を確立するための真の三位一体改 

革の実現」に関する対応についての依頼 
説明省略(写し配布) 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

（議事日程第１号に同じ） 

────────────────────────────── 

出席議員（60名） 

１番 菊田 光孝君       ２番 町田 光浩君 

３番 小金丸益明君       ４番 深見 義輝君 

５番 坂本 拓史君       ６番 今西 徹也君 

７番 平尾 典子君       ８番 町田 正一君 

９番 今西 菊乃君       10番 市山 和幸君 

11番 田原 輝男君       12番 長島 清和君 

13番 山下 澄夫君       14番 豊坂 敏文君 

15番 富田 邦博君       16番 山下 正業君 

17番 立石 和生君       18番 坂口健好志君 

19番 中村出征雄君       20番 橋本 早苗君 

21番 立川 省司君       22番 鵜瀬 和博君 

23番 中田 恭一君       24番 東谷  伸君 

25番 馬場 忠裕君       26番 久間  進君 

27番 小園 寛昭君       28番 眞弓 倉夫君 

29番 大久保洪昭君       30番 山内 道夫君 

31番 江川  漣君       32番 西村 勝人君 
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33番 大浦 利貞君       34番 榊原  伸君 

35番 長岡 末大君       36番 酒井  昇君 

37番 久間 初子君       38番 浦瀬 繁博君 

39番 末永  浩君       40番 倉元 強弘君 

41番 横山 重光君       42番 川添  隆君 

43番 平畑  光君       44番 吉田  寛君 

45番 吉富 忠臣君       48番 永田  實君 

49番 森山 是蔵君       50番 山川 峯男君 

51番 近藤 団一君       52番 牧永  護君 

53番 品川 洋毅君       54番 長山 茂彌君 

55番 川谷 力雄君       56番 赤木 英機君 

57番 中村  瞳君       58番 入江 忠幸君 

59番 立石 一郎君       60番 原田 武士君 

61番 深見 忠生君       62番 瀬戸口和幸君 

────────────────────────────── 

欠席議員（２名） 

46番 佐野 寛和君       47番 安川 芳一君 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

事務局長  川富兵右ェ門君  事務局書記 松永 隆次君 

事務局課長 山川 英敏君   事務局係長 瀬口 卓也君 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

市長 …………………… 長田  徹君  助役 …………………… 澤木 満義君 

収入役 ………………… 布川 昌敏君  教育長 ………………… 須藤 正人君 

総務部長 ……………… 松本 陽治君  市民生活部長 ………… 園田 省三君 

産業経済部長 ………… 末永 榮幸君  建設部長 ……………… 白川 武春君 

消防本部消防長 ……… 山川  明君  郷ノ浦支所長 ………… 吉永 正司君 

勝本支所長 …………… 鳥巣  修君  芦辺支所長 …………… 立石 勝治君 

石田支所長 …………… 喜多 丈美君                     

教育次長兼教育総務課長 ………………………………………………… 吉富 一敬君 

総務課長 ……………… 米本  実君  企画課長 ……………… 山本 善勝君 
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合併プロジェクト室長 …………………………………………………… 堤  賢治君 

情報管理課長 ………… 大浦 栄治君  財政課長 ……………… 久田 賢一君 

税務課長 ……………… 浦  哲郎君  市民福祉課長 ………… 川畑 文隆君 

保護課長 ……………… 髙下 莞司君  健康保健課長 ………… 小山田省三君 

環境衛生課長 ………… 桝崎 精司君  農林課長 ……………… 山内 義夫君 

水産課長 ……………… 今村 光一君  観光商工課長 ………… （ 欠 席 ） 

土木課長 ……………… 長山  栄君  建築課長 ……………… 酒村 泰治君 

水道課長 ……………… 松本 徳博君  会計課長 ……………… 浦川 信久君 

病院管理課長 ………… 上川 孝一君  公立病院事務長 ……… 竹下 立喜君 

かたばる病院事務長代行 ………………………………………………… 前田 正博君 

農業委員会事務局長 … 市山 保信君                     

選挙管理委員会書記長兼監査委員事務局長 …………………………… 山口浩太郎君 

学校教育課長 ………… 長岡 信一君  生涯学習課長 ………… 目良  強君 

文化財課長 …………… 殿川 正孝君                     

────────────────────────────── 

午前10時03分開会 

○議長（瀬戸口和幸君）  ただいまの出席議員は６０名であり、定足数に達しております。ただい

まから平成１６年第２回壱岐市議会定例会を開会します。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（瀬戸口和幸君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本定例会の会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定により、９番、今西菊乃議員及び

１０番、市山和幸議員を指名いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．会期の決定 

○議長（瀬戸口和幸君）  会期の決定についてを議題とします。 

 本定例会の会期につきましては、去る６月４日に議会運営委員会が開催され、協議をされてお

りますので、議会運営委員長に対し、協議結果の報告を求めます。立石議会運営委員長。 

○議会運営委員長（５９番 立石 一郎君）  皆さん、おはようございます。今期定例会の議事運

営について協議のため、去る６月４日、議会運営委員会を開催いたしましたので、その結果を報
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告いたします。 

 会期日程につきましては、各議員のお手元に配付いたしておりますが、本日から６月３０日ま

での２０日間といたしております。今期定例会に提案されます案件は、報告４件、条例４件、予

算１６件、その他１３件、請願１件、陳情３件、要請１件となっています。 

 本日は会期の決定、議長の報告、市長の施政方針の説明を行い、提出議案の説明を行います。

６月１２日から１５日まで休会といたしておりますが、一般質問並びに審議についての通告をさ

れる方は６月１４日、正午まで提出をお願いします。６日目の６月１６日は議案に対する質疑を

行い、質疑終了後各議案等を所管の委員へ審査付託を行います。 

 なお、上程議案のうち、一般会計予算につきましては第１回定例会同様、特別委員会を設置し、

審査をすべきということを再確認をいたしましたので、よろしくお願いをいたします。 

 ７日目の６月１７日から６月２２日までの間、１９日、２０日を除き、実質４日間で一般質問

を行います。一般質問について質問の順序は受け付け順にくじを行い、番号の若い順とします。 

 質問の方法としましては、時間制限を設け、１人当たり質問、答弁を含め、３０分以内とする

ことと、一括質問一括答弁方式とすることと、質問者席は対面方式とすることとします。 

 なお、同一内容同一趣旨の分については、質問者間で調整をお願いしたいと思います。なお、

一般質問が予定の日程より早く終了した場合は、残りの日程は休会とします。 

 １３日目の６月２３日から２８日までの間は２６日、２７日を除き、委員会開催日といたして

おります。６月２９日は休会とし、翌３０日本会議を開催、委員長報告を受けた後、議案等の審

議採決を行い、全日程を終了をいたしたいと存じます。 

 以上が本定例の会期日程案でございます。本市議会の円滑な運営ができますようお願いを申し

上げます。 

 以上、報告といたします。 

○議長（瀬戸口和幸君）  お諮りします。本定例会の会期は、議会運営委員長の報告のとおり、本

日から６月３０日までの２０日間としたいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（瀬戸口和幸君）  異議なしと認めます。したがって、本定例会の会期は本日から６月

３０日までの２０日間と決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．諸般の報告 

○議長（瀬戸口和幸君）  日程第３、諸般の報告を行います。 

 今回の第２回壱岐市議会定例会に提出され、受理した議案等は３９件、請願１件、陳情等４件

であります。 
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 次に、系統議長会であります。去る４月６日、長崎市で開催された長崎県離島振興町村議会議

長会臨時総会においては、役員の補欠選挙と平成１５年度決算の承認がなされました。 

 次に、４月１３日、平戸市において開催の長崎県市議会議長会定期総会においては、平成

１５年度の決算の承認を初め、役員改正では会長に重橋長崎市議会議長を承認、理事については、

九州市議会議長会定期総会へ提出する長崎県１０市共同提出議案が承認されました。 

 次に、４月２１日、東京都で開催された全国離島振興町村議会議長会主催の組織拡大臨時大会

臨時総会に出席、組織を全国離島振興市町村議会議長会として組織拡大を図り、離島の振興、発

展を図るべく決議がなされたところであります。 

 次に、４月２２日、宮崎市で開催された九州市議会議長会定期総会においては、平成１５年度

の決算報告を初め、役員改正においては、会長に宮崎市の赤木議長を選出、さらに１６年度の予

算が決定されるとともに、全国市議会議長会へ提出される共同提出議案が決定をなされました。 

 次に、５月２５日、東京都で開催された全国市議会議長会定期総会におきましては、一般事務

及び会計の報告に続き、各委員会の報告がなされた後、地方部会提出議案２２件、会長提出議案

２件が提案、可決され、それぞれ関係省庁に要請することを決定がなされました。 

 また、部会長、理事、相談役を初めとする役員の改正もなされたところであります。 

 以上のとおり系統議長会に関する報告を終わりますが、詳しい資料については議会事務局に保

管しておりますの、必要な方は御高覧をお願いいたします。 

 次に、５月１０日から１６日まで、長崎県町村議会議長会主催の議長行政調査のため、県下の

議長、事務局長等３０名によりまして、ドイツ、スイスの行政調査に参加をしました。 

 その概要につきましては、本会期中に書面をもって報告にかえさせていただきます。 

 次に、本定例会において、議案説明のため長田市長を初め、関係部課長に説明人として出席を

要請しておりますので、御了承願います。 

 以上で私からの報告を終わります。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．施政方針の説明 

○議長（瀬戸口和幸君）  日程第４、長田市長から施政方針の説明の申し出がありましたので、こ

れを許します。長田市長。 

○市長（長田  徹君）  本日ここに平成１６年第２回市議会定例会を招集いたしましたところ、

議員皆様方には御健勝にて御出席を賜り、厚くお礼申し上げます。 

 本定例会は、壱岐市が誕生して第２回目の定例会であり、平成１６年度の各会計本予算を初め、

条例、その他の案件の御審議をお願いするに当たりまして、私の市政運営に対する所信と主要な

施策につきまして、基本的な考え方を御説明申し上げ、市議会並びに市民皆様の御理解と御協力
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を御願いする次第でございます。 

 さて、壱岐市が誕生して３カ月余りが経過いたしましたが、合併した郷ノ浦、勝本、芦辺、石

田の旧各町は、諸先輩の御尽力により、それぞれ個性豊かな町として発展してまいりました。こ

こまで築いてこられました諸先輩の皆様に深甚の敬意を表するところでございます。 

 壱岐市においては、地域の皆様がこれまで築いてこられました伝統や文化を大切にし、地域の

特色を生かしながら、大変厳しい社会環境の中でありますが、人口減少の歯どめを軸とした壱岐

の活性化対策及び行財政改革の実施によって、すべての人が壱岐に住んでよかったと実感できる

まちづくりを目指してまいります。 

 それでは、財政運営及び各事業における主要な施策を申し上げます。 

 財政運営について、平成１６年度の地方財政計画においては、極めて厳しい地方財政の状況を

踏まえ、経済財政運営と構造改革に関する基本方針２００３に沿って、歳出全般にわたり徹底し

た見直しを行うことにより、歳出総額の計画的な抑制を図る一方、当面の重要課題である人間力

の向上、発揮、教育、文化、科学技術、ＩＴ、個性と工夫に満ちた魅力ある都市と地方の形成、

少子高齢化対策、循環型社会の構築、地球環境問題への対応などに財源の重点的配分を図ること

とされております。 

 一方、三位一体の改革による地方交付税、臨時財政対策債の縮小及び国庫支出金の削減により、

大幅な減収となることが見込まれ、本市において歳出全般にわたる経費削減に努めながらも公債

費、扶助費を初めとした経費の増大も否めず、これらにかかわる所要の一般財源の確保が必要で

あり、従来にも増して厳しい財源状況で推移するものと見込まれます。 

 本市財政は、市税などの自主財源に乏しく、歳入を地方交付税や国庫支出金に依存しており、

長引く景気の低迷及び国の財政構造改革によって、これらの収入がいずれも減収しています。さ

らに起債の平成１５年度末残高は、一般会計で２７１億円、特別会計及び企業会計を合わせると

３４６億円を超える見込みであり、これに伴って歳出においては、公債費などの義務的経費の割

合が年々高まり、各種施策に柔軟に対応することが困難な厳しい財政状況となっております。 

 このため平成１６年度の予算編成に当たっては、厳しい状況の中、多様化する財政需要に対応

しつつ、今後とも健全財政を堅持するため、歳出の合理化、効率化を図るものとし、予算要求枠

を設定することにより、事務事業の見直し、経費の節減、新規事業の抑制に取り組み、予算編成

を行いました。今回提出しました平成１６年度本予算は、合併前に旧町で予算編成されたものを

基本とし、その後補助内示にかかわるもの、緊急性を要するものなどを追加、変更して予算を編

成しておりますが、不足する財源につきましては、基金の取り崩し、起債借入金により、補てん

しております。 

 次に、各会計の予算の概況について申し上げます。 
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 一般会計２１０億２,５００万円、国民健康保険事業特別会計３７億４,９１０万８,０００円、

老人保健特別会計４２億４,２２７万１,０００円、介護保健事業特別会計２２億１,０２７万

２,０００円、簡易水道事業特別会計１２億２,２８２万１,０００円、下水道事業特別会計５億

９,７２４万４,０００円、漁業集落排水整備事業特別会計２億９,３０５万８,０００円、老人

ホーム事業特別会計２億４,９２７万８,０００円、特別養護老人ホーム事業特別会計４億

２,３９４万２,０００円、精神障害者地域生活支援センター事業特別会計２,１４４万

３,０００円、精神障害者福祉ホームＢ型事業特別会計２,１７２万４,０００円、三島航路事業

特別会計１億１,２４２万６,０００円、農業機械銀行特別会計５,６２６万７,０００円、芦辺町

ターミナルビル事業特別会計６２８万２,０００円、病院事業会計収益的収入２８億４,８４３万

４,０００円、支出２８億４,８４３万４,０００円、資本的収入３７億４,６７６万３,０００円、

支出３７億９,９６４万４,０００円、水道事業会計収益的収入１億５,００５万６,０００円、支

出１億３,９８５万６,０００円、資本的収入１,１１３万７,０００円、支出７,３４８万

５,０００円。一般会計の予算規模は、前年度（当初予算が骨格予算であるため、６月補正後予

算）と比較して１.３％の増となっております。 

 これらの主な要因は、市制施行に伴う生活保護費１０億６,９５２万４,０００円、かたばる病

院の移譲によるもの１億５,１９１万３,０００円、勝本町の自給肥料供給施設整備事業の建設に

かかわるもの３億４,６９６万６,０００円などの増となっております。 

 なお、今後におきましても、本市の厳しい財政事情を踏まえ、行財政改革を積極的に推進する

とともに、歳出全般にわたる見直し、合理化、効率化に徹底的に取り組む所存でございます。 

 次に、行財政改革の推進について。 

 御承知のとおり、合併の目的の大きなものが行財政改革であります。合併による市の均衡ある

発展並びに簡素かつ効率的な市政の実現は、避けて通れぬ課題であり、これに早急に対処するこ

とこそが課せられた使命であると考え、民間を含めた行政改革推進委員会を立ち上げるべく所要

の経費を予算計上しております。また、人選につきましても、検討中であります。 

 地域審議会の開催について。 

 市町村の合併の特例に関する法律第５条の４の規定により設置した地域審議会は、旧町の区域

ごとにこのほど委員の選任を終え、第１回地域審議会を合同で開催したところであります。地域

審議会は、合併によって住民の意見が施策に反映されにくくなる懸念を払拭するために、合併関

係の旧町の区域にかかわる事務などに関し、市長の諮問に応じて審議し、また、必要と認める事

項につき、市長に意見を述べる附属機関であります。 

 委員は、各区域１５人以内で任期は２年とし、その庶務は各支所で行い、この審議会の設置期

間は合併の日から１０年間となっております。なお、第２回以降につきましては、各支所単位で
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開催することといたしております。 

 長崎県福岡事務所職員派遣について。 

 私は、さきの臨時議会でも申し上げましたように、特に地域再生による人口減少に歯どめをか

けるべく、１次産業と観光産業、民間企業が連携して壱岐の活性化を図る必要があると考えます。 

 特に福岡都市圏との交流を強化し、施策を展開する必要がありますので、職員の中から募集し、

意欲があり、的確な情報収集及び市の宣伝、紹介活動が臨機的に対応できる職員を県の福岡事務

所に派遣したいと考えております。 

 過疎地域自立促進計画の策定について。 

 合併前の旧石田町を除く旧郷ノ浦町、旧勝本町、旧芦辺町が平成１２年に向こう１０年間の過

疎地域の指定を受け、各町それぞれ平成１２年度から平成１６年度までの前期５カ年の過疎地域

自立促進計画を作成しておりましたが、平成１６年３月１日、壱岐４町が合併したことにより、

壱岐市が新たに過疎地域として指定を受けました。 

 このようなことから、前期計画の残りの期間である平成１６年３月１日から平成１７年３月

３１日までの過疎地域自立促進計画を策定し、生活環境の整備など総合的かつ計画的な対策を実

施する必要があります。 

 平成１８年度土地評価替えに向けて。 

 平成１８年度は３年に１度行われる固定資産評価替え基準年度であります。土地評価替え作業

を円滑に進めるため、宅地にかかわる基準地及び主要な標準地の状況資料を県市町村課に提出し、

評価替えの準備を進めております。特に土地の評価替えにつきましては、合併後初めての基準と

なる年度になります。 

 病院職員の給与について。 

 合併前の壱岐広域圏町村組合からの引き継ぎ事項であります。正・准看護師の給与につきまし

ては、現在職員組合と交渉を開始したところでありますが、壱岐広域圏町村組合における合併前

の協議等を踏まえ、長崎県離島医療圏組合の状況も参考にしながら、早い時期に是正を図りたい

と考えております。 

 壱岐市誕生記念式典の開催。 

 壱岐市の誕生記念式典を７月２７日に開催することで、調整を進めています。式典の構成は、

来賓のあいさつ、合併功労者表彰、アトラクションなどと考えております。市内ほか５００人程

度の案内を予定いたしております。 

 健康づくりについて。 

 我が国の平均寿命、健康寿命は世界の高水準にあります。しかしながら、人口の高齢化が急速

に進む中、生活習慣病を初め、疾病構造は大きく変化しております。新生壱岐市が快適で住みや
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すい島であるためには、島民が健やかに暮らせる環境づくり、まちづくりが必要であります。 

 日本一の健康な島、健康な社会の実現を目指して次のことを推進してまいります。保健・医

療・福祉が連携した健康づくりの推進、地域医療体制の確立、保健予防体制の充実、安心して子

供を産み育てられる環境づくりであります。 

 健康指導事業は、少子高齢化により、老人対象の事業のウエートが高くなっております。健康

づくりは結果が見えにくいものであります。まず最初は、国が進める健康日本２１及び健康増進

法に沿って、健康増進計画の策定に取り組む必要があります。また、指導体制を堅持し、内容の

充実した健康教育、健康相談、訪問指導、健康診査、食生活改善推進などに取り組み、住民サー

ビスの向上に努めてまいります。 

 国民健康保険について。 

 我が国の医療保険制度は、歴史的背景によって幾つかの制度が存在していますが、すべての国

民はいずれかの公的医療保険への加入が義務づけられております。国民健康保険は、農業、漁業

者や自営業者が加入する医療保険制度として創立以来、今日まで地域医療の確保と住民の健康の

保持増進に多大の貢献をしてきております。 

 壱岐にはこれまで旧四町の保険者がありました。このたび合併して規模の大きな保険者として

スタートをしたところです。合併時の被保険者数は１万７,３７９人で、国保加入率は５１.８％

ですが、近年増加傾向にあります。 

 国民健康保険への加入者は、高齢者、無職者、低所得者などが多く、また生活の向上とスタイ

ルの変化に伴って、疾病構造の変化や医療技術の高度化、平成１４年の医療保険制度の改革等が

影響し、医療費は年々増加の傾向にあります。加えて長引く景気の低迷及び毎年増加する介護保

険拠出金なども起因し、国民健康保険税の滞納価額は増加するなど、国民健康保険事業の運営は

非常に危機的な状況にあります。申すまでもなく、保険者としての事業を運営するに当たっては、

被保険者の方々の深い御理解と御協力が必要であります。 

 歳入では、国、県からの補助金等もありますが、何と申しましても収入の基本は被保険者の

方々が納付される保険税であります。特に被保険者の負担であります保険税の課税につきまして

は、地方税法に沿って適正かつ公平な課税に努めてまいります。合併によって増税だと感じられ

る方もあるかと思いますが、何とぞ保険制度の趣旨をお酌み取りくださいますようお願い申し上

げます。 

 歳出では、年々増加する医療費は国家的課題であり、保健・福祉と連携し、保健事業の推進と

疾病の予防に努め、医療費の抑制に努めてまいります。その他累積する滞納保険税の徴収に力を

入れ、収入の確保を図るとともに、保健事業の健全な運営に当たってまいる所存であります。 

 また、旧勝本町の２つの直営診療所につきましては、医師の協力のもと、これまでどおりの運
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営を維持し、住民サービスに努めてまいります。 

 老人保健特別会計について。 

 近年保険者が納付する老人保健拠出金の増加が各保険者の事業運営圧迫の大きな要因となり、

喫緊の課題とされておりました。この状況を踏まえて平成１４年１０月から新しい医療制度のも

とで老人保健会計は運営されております。この制度改正により、老人医療受給対象年齢が７０歳

から７５歳に引き上げられ、医療費の給付総額はわずかずつではありますが、減少しております。 

 壱岐市における高齢化率は、他の地域に比較して高く、合併時の老人保健受給者数は

６,３２５人であります。老人の方々が安心して豊かな生活を送られるためには、心身ともにリ

ラックスした生活を送ることが必要であります。老人の健康を維持する上には、新市において各

支所を中心に保健指導体制を堅持し、地域にとけ込んだ健康教育、健康相談、訪問指導、また保

健事業に積極的に取り組み、ひいては疾病の予防と重複受診、他受診を防止し、医療費の抑制を

図ってまいります。 

 また、レセプト点検を強化し、医療費の適正化にも力を入れてまいります。 

 介護保険事業特別会計について。 

 介護保険事業は平成１２年４月にスタートし、今年で５年目の年を迎えております。平成

１７年度は５年に１度の制度が見直される年に当たり、既に論議が交わされ始めております。 

 壱岐市は、これまで旧四町の保険者で事業の運営を行っておりましたが、合併によって１自治

体の保険者となりました。しかしながら、要介護認定においては、制度発足当時から旧四町が共

同で認定作業を行っており、認定者間のばらつきはなく、平準化が保たれてまいりました。 

 合併時の１号被保険者数は９,４４７人で、認定者数は２号被保険者を除けば１,７２２人で、

認定率は１８.２３％になります。介護保険は、居宅介護が基本となっており、保険給付の内容

はケアプランの作成を含めると実に１５に及びます。また、施設介護では、介護老人福祉施設な

ど３つの施設に区分されております。壱岐での介護保険給付の支払いの状況は、発足時の平成

１２年度は１１カ月分で１５億８,２００万円でしたが、平成１５年度は２１億３,３００万円と

大幅な伸びを示しております。 

 歳入の基礎となる１号被保険者の介護保険料基準額は、月額３,３００円をお願いすることと

いたしております。また、今年度から要介護認定にかかわる事務費も国の方で廃止されることと

なりました。事業運営に当たっては、介護サービスを必要としている高齢者に適正なサービスの

提供ができるよう、より公平、公正な要介護認定はもちろん、介護を必要としない元気な高齢者

の介護予防事業に保健指導と連携し、取り組んでまいります。 

 また、給付状況の実態について調査、分析を行い、介護サービス事業者への指導を強化し、質

の向上を目指すとともに、今後さらに予想される高齢者の増加に備えて健全な事業の運営に努め
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てまいります。 

 一般廃棄物処理の基本方針について。 

 市民生活の営みや事業活動に伴って発生する廃棄物の適正処理及び生活環境の保全、公衆衛生

の向上を図ることが行政に与えられた責任であり、ごみ処理体制の充実及び適正処理をさらに推

進していかなければならないと考えております。 

 しかし、廃棄物をめぐる環境は年々大きく変容し、量的増加、質の多様化が進み、さらに有害

廃棄物、適正処理が困難なものなど、市に課せられた問題は山積している状況にあります。ごみ

減量化、リサイクルの推進、資源の有効利用につきましては、従来の単にごみを集めて焼却し、

埋め立てるという自然焼却型社会から旧四町の取り組みにより資源循環型社会への転換が図られ

ております。 

 ごみ焼却施設は、旧四町においてそれぞれ処理、維持管理してまいりましたが、耐用年数を超

えた施設、耐用年数が迫っている施設、また地元協定により、使用年数が限られた施設がほとん

どであります。旧三町、郷ノ浦、芦辺、石田のし尿処理施設におきましては、計画処理能力を

３０％から３５％を超えた施設、また地元協定でし尿のみしか搬入処理できない現状とあわせて

海洋投棄が平成１９年２月から禁止になります。 

 このような背景を十分に踏まえ、ごみ処理等の広域化について早急に検討する必要があること

から、基本計画策定業務委託費を計上いたしております。 

 不燃物処理及びし尿施設処理の設備について。 

 勝本町布気触不燃物処理場につきましては、昭和６３年９月に供用開始し、下流域の片山公民

館と最終使用期限を平成２２年４月３０日までとする協定を結び、２年ごとに協定書の更新をい

たしております。本施設は、遮水壁及び浄水設備は整備されているものの、遮水シートを布設し

ておらず、現在は広域による管理型の処分場整備ができるまでの間、ガラス、陶器類に限定し、

埋立処分をしております。 

 これまで毎年実施してきました水質検査の結果は、定められた基準以内でありますが、国もこ

のような遮水シート等を布設していない処理場については、近々閉鎖を指導する方向で検討が進

められており、本施設においてもガラス、陶器類の処理を中止し、今後閉鎖に向けた地質調査等

を実施することにいたしております。 

 本宮西触し尿処理施設（自給肥料供給施設）につきましては、平成１９年２月からし尿の海洋

投棄処理が禁止となるため、平成８年から旧勝本町において検討委員会を設置し、種々の検討を

重ね、平成１３年度に液肥化処理方式に決定、平成１４年度から施設用地を決定し、平成１５年

度に用地の取得を終えたところであります。 

 この施設は、自給肥料供給施設として整備し、年間し尿６,０００トン、畜尿２,０００トンを
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処理し、良質の液体肥料として農地に還元するものであります。今年度から２カ年の事業として、

敷地造成、建築設備工事等にかかわる所要の予算を計上いたしております。 

 生活保護業務の執行について。 

 壱岐市発足に伴い、公的必置機関である福祉事務所の業務は、長崎県から円滑に移管がなされ、

その後の業務も県当局の支援、派遣職員３名を得て、順調に推移しております。壱岐島内の保護

状況、１６年３月分は、被保護者数４１７世帯、世帯員６３８人、保護率１.９６％となってお

ります。対象者の９３％は高齢者、障害者、傷病者、母子世帯層であります。 

 したがって、年間保護費総額は約１０億円に上り、そのうち６０％を超える額を医療扶助が占

めている現状であります。なお、支給に要する特定財源は国庫負担金４分の３のみで、残りにつ

いては壱岐市の負担になります。また、こられの負担に加え、職員の配置による人件費などの新

たな財政負担を要するところであります。今後とも法令などに基づき、公平、公正、適正な生活

保護業務の執行を図ってまいります。 

 通所授産施設「壱岐国の里」オープンについて。 

 郷ノ浦湾を一望する「横山の辻」に身体障害者の自立と社会復帰を目的とした身体障害者通所

自立施設「壱岐国の里」が４月１日にオープンいたしました。当施設では、陶芸、壱州窯並びに

パン製造、手づくり工房の各施設を有し、それらに対する学習及び作業訓練を中心に、障害者の

自主自立を目指し、かつ実社会への復帰就労につなげるべく、専門指導者のもとに取り組みが開

始されております。現在通所者１０人は、明るく、希望を持って意欲的に訓練中と伺っておりま

す。 

 次、農業振興について。 

 基幹産業である農業は、環境への負担を軽減した持続性の高い農業の取り組みが一段と進み、

環境保全型栽培によるエコファーマー認定には平成１４年度県下初のアスパラガス栽培部会全員

６２戸が認定を受け、次いで平成１５年度にはイチゴ部会５７戸が認定を受けました。平成

１６年度には、メロン部会が認定を受けようと今準備が進められているところであります。 

 また、平成１５年度をもって完了しました大型圃場整備区画では、壱岐特産品である麦焼酎の

原料として地場産大麦の作付を図り、土地利用型作物の定着を推進しており、同時に焼酎酒造協

同組合と平成１４年産から地場産麦を使用した大麦しょうちゅうの試作にも取り組んでいるとこ

ろであります。今秋ごろには初試飲の見込みであります。 

 葉たばこは離島のハンディーがない安定した作物として壱岐地域にも１５９ヘクタールが栽培

されております。本年の壱岐産地の目標値は１０アール当たり収量で２５０キロ品質で

２,１００円の達成が見込まれております。 

 しかしながら、担い手の高齢化等により、新規就農者や後継者の確保が急務であります。今後
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の耕作面積の維持増反を図るためにも、後継者の育成、中核農家の経営改善等にも一層の推進に

努めるものであります。 

 農業農村整備にありましては、壱岐市の耕地整備率は７４％に達しております。これが生産性

の向上につながるとともに、多種多様な生活基盤として計画的に推進され、地域の特性を生かし

た特産品づくり、産地づくりとして新たな時代に対応した農村の総合的な整備推進に取り組む所

存であります。 

 以下、農業振興の主な事業について概要を御説明いたします。 

 長崎「食と農」支援事業、産地の育成強化と栽培面積の拡大及びさらなる収量増を目指すため、

市場流通型対応強化支援として、芦辺、湯岳アスパラガス栽培ハウス団地８８アール、その他ア

スパラハウス９９アール、集落営農担い手支援として花きハウス、メロンハウス、牛方生産組合、

郷ノ浦町東地区及び海田機械利用組合の各機械導入事業を促進することにいたしております。 

 有害鳥獣被害防止対策事業、カラス捕獲委託３,８００羽、タイワンリス捕獲委託費を予算計

上し、壱岐地域鳥獣被害防止対策協議会への委託を通じて被害防止に努めるものであります。 

 中山間地域等直接支払い交付金制度事業、平成１２年度に創設された本制度は、中山間地域を

守る観点から、傾斜度及び耕作放棄地の懸念される農用地に対し、直接支払いが実施されるもの

です。本年度は５カ年目の最終年度の取り扱いとして所要の予算を計上いたしております。今後

の本事業の取り組みについては、現在関係機関で協議中であります。 

 農村総合整備事業、基盤整備事業及びふるさと農道緊急整備事業について。 

 地域資源を生かした活力ある農村を構築するための農村総合整備事業（平成９年度から１８年

度全体事業費約３０億円）を導入し、総合的に整備推進中であります。本年度は着工から８年目

を迎え、農道、農業集落道及び防災施設建設等に必要な事業費並びに農村基盤整備事業費、ふる

さと農道緊急整備事業費を予算計上いたしております。 

 畜産振興について。 

 畜産については、壱岐肉用牛改良方針に即した系統牛育成対策助成事業を合併前の旧四町とも

長期間にわたり実施した結果、更新はおおむね高率で推移しているものと思料いたしております。

その結果して、優秀な県産種牛として東末博（郷ノ浦産）、平茂晴（芦辺産）が作出され、現在

その産後の適正交配についても調査検討が行われております。繁殖育成の支援についても、キャ

トルステーションの利用促進、肉用牛ビジョン２１事業、実証展示リース牛舎等の建設、導入事

業等による増頭規模拡大に努力しているところであります。 

 ところで平成１６年６月の子牛競り市では、１頭平均価格４６万４,０００円、対前回比

１６３.６３％で、ここ１５年間の最高値で販売され、同時に近年高値販売傾向で推移しており

ます。このことは畜産農家の所得向上に大きく寄与しており、名実ともに壱岐牛のブランド化の
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確立に大きな実績をおさめております。さらなる繁殖牛生産の島「壱岐」として、繁殖牛

「７,０００頭、子牛販売頭数５,０００頭」の目標達成に向けて、安定的な頭数の持続に所要の

施策支援をしているところであります。 

 「社団法人壱岐家畜診療所協議会」は合併に伴い、壱岐市に移管になりました。現在獣医師

９名（うち嘱託医１名）、事務嘱託２名及び臨時職員１名で業務に当たっております。壱岐農業

の基幹であります肉用牛の予防衛生の指導業務はもとより、疾病治療を通じて、壱岐地域の家畜

衛生対策に貢献することを重要な任務としております。 

 以下、畜産振興の主な事業について概要を御説明いたします。 

 和牛防疫対策事業、肉用牛の予防衛生及び生産繁殖牛異常産、流行熱病防止など生産牛の危険

防止に資するため、予防注射事業費補助金、家畜共済掛金事業費補助金を計上いたしております。 

 和牛導入育成事業、優良繁殖牛の造成とさらなる壱岐肉用牛改良率の向上及び産肉能力の確保

を図るため、優良系統牛育成対策事業費補助金、肥育素牛導入事業費補助金、肉用牛改良対策事

業費補助金を計上いたしております。 

 家畜導入事業資金供給事業、繁殖雌牛の増頭または更新に優良な雌牛導入を促進するため、家

畜導入事業資金供給事業基金積立金の予算を計上いたしております。資源リサイクル畜産環境整

備事業、家畜排せつ物を活用した良質堆肥による循環型農業の実現を図るため、平成１５年度及

び１６年度の２カ年度で大規模共同施設として、地域堆肥舎の整備事業補助金を計上いたしてお

ります。 

 バイオマス利活用フロンティア推進事業、地域の未利用資源（家畜排せつ物、焼酎製造残さ）

などの有効活用と有機資源のリサイクルを推進するため、調査研究費を計上いたしております。 

 水産振興について。 

 漁業は、近年の回遊魚の減少、担い手の高齢化に加え、５割に近い輸入魚の影響を受け、魚価

は依然として低迷し、長期にわたり沿岸漁業の不振が続いております。しかしながら、今年の壱

岐市管内の５漁協の平成１６年度総水揚げ高は、昨年の春先のアカイカの豊漁とスルメイカの価

格が安定していたことなどから、７０億８,３００万円の水揚げ高となり、昨年より約９億円を

上回る豊漁となり、漁業従事者の就労意欲並びに所得の向上に大きく寄与したことは、喜ばしい

限りであります。 

 一方、近年水産漁業環境の悪化が急速に進み、魚価の生産環境の変化と深刻さを加えておりま

す。 

 そこで、今後はつくり育てる漁業への転換を図り、資源管理型漁業の推進に努める必要があり

ます。特に依然として不振が続く沿岸漁業の打開策として、また将来の安定した水産振興を図る

上からも、（仮称）壱岐地域栽培センターの平成１８年度着手に向けた同施設の基本設計計画は、
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喫緊の課題であります。また、豊かな自然環境や地域資源など、漁村の魅力を都市との交流、滞

留の促進に努め、ブルー・ツー・リズムの展開にも積極的に取り組むことといたしております。 

 以下、水産振興の主な事業について概要を御説明いたします。 

 漁村活性化支援事業、豊かな自然環境や地域資源など、漁村の魅力を都市住民に広く提供し、

都市と漁村の交流を促進するため、活動を展開してまいります。 

 緊急いそ焼け対策事業、近年急速に進むいそ焼けの原因究明には、積極的に取り組んでいると

ころでありますが、これに加え、国が進める「緊急いそ焼け対策事業」に３カ年計画（１年目は

藻場の分布調査、試験礁制作、２年目は移植効果調査、３年目は実用試験化）で取り組むことに

いたしました。本年度分として事業費を計上いたしております。 

 漁業経営構造改善事業、密漁船や違反操業の早期発見、通報体制の強化、監視日数の拡大、取

り締まり機関の連携強化を図るため、高速化と夜間監視可能な漁場監視船の建設費補助金を計上

いたしております。 

 （仮称）壱岐地域栽培センター基本計画基本設計委託、沿岸地域魚種の放流を安定的に確保す

ることにより、栽培漁業の推進を図るため、平成１８年度着工に向けての（仮称）壱岐地域栽培

センターの基本設計委託費を計上いたしております。 

 観光振興について。 

 平成１４年の統計による観光消費額は１３７億円と農業粗生産額の２.５倍、漁業総生産額の

１.５倍に達するなど、観光の振興は壱岐の経済活性化に大いなる効果をもたらしております。

昨年は夏場の悪天候や修学旅行を初め、団体旅行客の減少で厳しい状況でありましたが、本年は

壱岐観光協会への支援を通じて、「壱岐体験紀行」や壱岐独自の観光ナビゲーションシステム

「島ナビ」がスタートしました。 

 また、郷ノ浦港のマイナス７.５メートル岸壁の完成に伴いまして、「飛鳥」を初め、６隻の

大型客船の入港が予定されるなど、明るい話題がメジロ押しとなっており、新たな魅力ある観光

拠点「壱岐市」としての多くの観光客を呼び込めるものとして期待しているところであります。 

 以下、観光振興の主な事業について概要を御説明いたします。 

 島外スポーツ団体誘致促進事業、島外からのスポーツ団体等を誘致し、交流人口の増加を図る

ことにより、市の活性化を図るため、滞在費の一部について支援します。 

 友好都市地域間交流事業、俳人、曾良の──これちょっと訂正お願いします。出生と書いてあ

りますが、これ生誕でございます。 

 俳人、曾良の生誕、終えんの地の縁で、長野県諏訪市と交流を重ね、平成６年５月に友好都市

の盟約を結び、交流を深めてきましたが、平成１０年に続き、長野県無形民俗文化財、諏訪大社

の御柱祭のシンボル、御柱の寄贈を受け、今後の友好関係を築くため、御柱祭を開催するもので
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あります。 

 観光施設整備事業、観光客のニーズの多様化に伴い、体験観光を進めるため、いそ遊び体験施

設、筒城浜レストハウスシャワー室改修等の観光施設を整備してまいります。 

 商工振興について。 

 国内の経済環境は、緩やかな景気回復基調にあるものの、当市においては長引く景気の低迷か

ら脱し切れず、依然厳しいものがあります。そこで長崎県緊急地域雇用創出特別補助事業の採択

を受けて、観光コーディネーター育成事業、イベント、マスコミ等誘致支援事業で壱岐観光協会

に期限つきながら４名の増員をいたしております。 

 そのほかには中小企業特別委託事業として、市内遺跡発掘調査事業、市道など環境美化事業、

公共施設環境美化事業などによって、雇用の創出を図っているところであります。 

 地域商工会には、地域経済の再生と活性化支援のため、運営費の支援及び商工業会の創出支援

のための商工振興預託金融資制度並びに利子補給制度を継続することといたしております。 

 以下、商工振興の主な事業について、概要を御説明いたします。 

 緊急地域雇用創出事業、市内公園、公共施設等の遊具、周辺環境の安全点検及び整備など、幼

児から老齢者まで清潔で安全に利用できる公園、公共施設として整備してまいります。 

 商工会運営費補助金、顧客誘致経営改善普及事業等に対し、また地域商工業の活性化及び地域

振興対策に対し、支援をいたします。 

 建設部所管事業について。 

 管内の道路状況は、市道として認定した路線数が３,８９０本、総延長１,４００キロメートル

で道路網を形成しております。ほかに未認定の圃場内道路や来年３月末に財務省から無償譲渡を

受ける予定の里道を含め、維持管理を行うことになります。 

 幹線の未整備路線については、国庫補助事業や起債事業等により整備を進めております。一般

の生活道路については、単独事業として整備をしてまいりますが、地域からの要望も多く、厳し

い財政状況の中、着手がおくれております。また、最近は地域からの要望路線でも用地交渉に手

間取る路線もありますので、契約も終え、道路用地として登記済みの路線から着手してまいりま

す。 

 また、今後新規に改良、要望がなされましても、財政的に厳しい中、すぐに対応することがで

きませんので、危険な箇所など急施を要する箇所については、局部的にもでも整備していく方法

をとりたいと存じます。 

 維持管理については、地域の自治会等にお願いしておりますが、高齢化などにより困難な地域

が見受けられます。幹線や観光路線については、業者への管理委託による方法などの見直しを行

い、地域住民の作業の軽減を図ってまいります。 
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 本年度の整備路線は、補助事業の継続路線２路線、新規路線１路線を予定しております。予算

の議決を賜り次第、用地買収や工事に着手してまいります。 

 起債事業につきましては、継続の８路線について所要の予算を計上しております。新規分につ

いては、起債申請を行い、採択され次第補正予算を計上して取り組みたいと存じます。 

 単独事業につきましては、継続の２０路線及び新規に３路線を整備すべく所要の予算を計上し

ております。１５年度からの繰越事業については、補助事業３路線、公園事業１カ所と起債単独

事業１５路線がありますが、早期に完成すべく鋭意努力をいたしております。 

 市が管理する準用河川は６１河川で、総延長が６０キロメートルであり、早急に整備を要する

箇所もありますが、該当する補助事業も少なく、崩壊した箇所から災害復旧事業などによる整備

を進めております。唯一河川整備の補助事業で進めております準用河川、町谷川については、平

成１２年度から工事に着手しておりますが、延長も長く、財政的な問題もあり、完成までにはほ

ど遠いものがあります。 

 また、この河川には時期的に蛍が多く発生し、多くの観光客が見学に訪れるなど、ひとときの

いやしの場所と認識しております。 

 しかしながら、この河川整備は県営圃場整備との関連もあり、農家にとっては護岸の補強は要

望も強く、自然を残すか護岸の補強を行うか迷うところでございます。関係農家の方々の御理解

をいただきながら、蛍が発生する付近は工法変更の検討を含め、本年度は工事を見直したいと思

っております。 

 急傾斜地崩壊対策事業については、新規地区として旧石田町の志自岐地区を整備すべく所要の

予算を計上しております。 

 都市計画事業については、街路、公園、下水道の整備を進めております。街路事業については、

県営の新郷ノ浦港線を整備中で、用地が解決したところから工事に着手しております。また、ま

ちづくり事業では、道路整備２路線、公園整備２カ所について補助の内示がありましたので、所

要予算を計上しております。 

 県営事業については、海岸環境整備事業１地区、急傾斜地崩壊対策事業２地区、街路事業１路

線、それぞれの地元負担金を計上しております。 

 公営住宅建設事業について、壱岐管内の公営住宅は約８００戸ありますが、平成１５年度の実

績によりますと募集戸数７０戸に対し、入居希望が１２０件とかなりの競争倍率になっておりま

す。本年度以降につきましては、地域の実情を把握し、合併前に作成しておりました住宅マス

タープランに沿って、新規団地の建設、既存公営住宅の老朽化や居住水準の向上に対応するため

の建替えを計画してまいります。 

 新規団地として進めております今宮団地公営住宅建設については、平成１５年度からの繰越事
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業の建設途上でありましたが、昨年９月に入札契約を執行したものの、開発許可のおくれなど、

許認可すべてを終えたのが本年３月になってしまいました。その上建設地と隣接民有地との境界

問題が発生し、いまだに着手できておりません。この建設予定地の境界問題は、民有地の相続問

題など簡単に解決できそうにありませんので、建設場所を平成１６年度建設予定地に変更せざる

を得ない状況になりました。よって、建設地の敷地造成工事費について所要の予算を計上してお

ります。 

 簡易水道事業について。 

 志原、初山地区簡易水道につきましては、増補改良事業として門野田貯水池と門野田浄水場が

平成１５年度までに完成し、この地域につきましては、安定した水道水を供給できる体制が整っ

ております。 

 しかしながら、三島地区簡易水道につきましては、海底送水管布設後２６年が経過し、老朽化

しておりますので、本年度はこれの布設替工事を行うことにしております。また、昨年度から進

めております箱崎国分地区簡易水道配水管布設替工事についても、引き続き実施することにして

おります。 

 それぞれの地区の有収率の向上と飲料水の安定供給を図るべく所要の予算を計上しております。

また、水道使用料滞納分の徴収についても、鋭意努力をいたす所存でございます。 

 下水道事業について。 

 公共下水道中央処理区の処理場の繰越事業分でございますが、現在工事中であり、基礎工事を

施工するために、矢板の先行掘削を実施しております。今年度事業といたしましては、処理場の

機械、電気設備及び管渠の埋設工事につきましては、国道の東地区と県道芦辺線の１工区から

２工区、新公立病院までの間を計画いたしております。 

 合併処理浄化槽設置事業につきましては、生活環境の改善などにより、設置希望も多く、現在

まで８１７基が設置されたところであり、生活環境の整備も徐々に改善されている状況でござい

ます。本年度も引き続き要望にこたえるべく、１３０基の設置について所要の予算を計上してお

ります。 

 漁業集落環境整備事業について。 

 漁業集落環境整備事業につきましては、瀬戸地区を平成１４年度から事業に着手しており、平

成２３年度完成を目標に排水管路施設、集落道路等を施工中であります。本年度は処理場の実施

計画と瀬戸浦西町地区の管渠埋設工事を実施すべく、所要の予算を計上しております。 

 「教育の島・壱岐」の確立を目指すについて。 

 壱岐の島は、原の辻遺跡に代表されるように古くから九州と東アジアを結ぶ交流地点として重

要な役割を果たしてまいりました。教育の面でも、大正時代から「教育王国・壱岐」とうたわれ
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たように、各種の先進的な取り組みがなされ、多くのすぐれた人材を輩出してまいりました。 

 そこで市といたしましては、長崎県の教育方針を基軸に、地域に合った壱岐市教育方針及び努

力目標を掲げ、市民の理解と協力のもとに生命尊重と人間尊重の精神を基調とした「教育の島・

壱岐」の確立を目指す所存であります。 

 特に、重要なことは、豊かな心を育てる心の教育の推進であります。昨年７月１日、長崎市で

起こった幼児誘拐殺害事件から１年もたっていない去る６月１日には、佐世保市の小学校の校舎

内で小学校６年生の女子児童が同級生の女子児童から命を奪われるという大変痛ましい事件が発

生いたしました。 

 昨年７月の事件を教訓に、命の大切さや他人への思いやりなどの豊かな心をはぐくむ道徳教育

の充実の取り組みが県を上げてなされてまいりましたが、なお一層の心の教育の推進が必要だと

考えております。 

 また、学校、地域、行政の綿密な連携のもとに、生涯を通じて学び、郷土壱岐を愛し、国際社

会に貢献できる調和のとれた心豊かな市民の育成に努めてまいる所存であります。 

 主要事業といたしまして、幼稚園、小中学校等の教育環境の整備、また安心、安全な給食を提

供するための調理場、給食センターの施設整備、生涯学習の推進としては、人権尊重に基づいた

人権学習の推進を初め、青少年の健全育成、心豊かな人をはぐくむ芸術、文化の推進、気軽にス

ポーツに親しむことができる社会体育施設の整備と環境づくり、国指定特別史跡、原の辻遺跡の

復元整備関する事業並びに（仮称）長崎県埋蔵文化財センター、（仮称）一支國博物館の建設な

ど、県を初め、関係諸機関、諸団体の方々より多大の御支援、御協力をいただきながら、壱岐市

教育発展のため、万全の体制で取り組む所存であります。 

 病院事業関係、壱岐公立病院は、島内唯一の救急拠点病院として指定を受け、総合的診療機能

を持つ公的中核病院であります。地域の医療機関や行政機関等の連携のもとに、地域住民の健康

の維持増進を図り、地域医療の発展に努めてまいります。経営といたしましては、地域性が必要

とする小児、救急、離島医療の高度整備等、採算性が低い、また赤字部門を担っての経営であり

ますが、地域住民の要望として、自治体病院の医療水準の向上と整備には大きな期待をなされて

おられることから、住民のニーズにこたえる施策が必要であります。医師派遣問題、医療費の抑

制、医療法の改正など、これからの病院経営にとってはさらに厳しいものがあり、経営基盤の確

立が必要であります。今年度の診療体制と医師確保対策ですが、内科の診療体制は４月から常勤

医師１名増となっておりますが、中田病院長を含め、４名で診療を行っております。 

 いまだ循環器、呼吸器系の専門医の招聘ができておりませんが、現在循環器外来は福大第二内

科医局から毎週２日体制での診療を行っております。ほかの診療科においては一応整っておりま

すが、長期の常勤体制に向けて今後も引き続き医師招聘には新病院の開院にも向け、努力してま
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いります。 

 次に、平成１５年度病院事業会計決算の概況ですが、まだ確定ではありませんが、平成１５年

度も純利益を９,８００万円程度見込んでおります。病院建築は、病院建設調査特別委員会の御

尽力もあり、建築工事関係機関との事務的な手続、また病院内部での詳細な設計ヒアリングも順

調に進んでおります。 

 かたばる病院は、保健、福祉分野との連携により、高齢者などに対して質の高い医療を提供す

るため、療養型病床を設置し、看護度の高い療養を必要とする患者を受け入れております。３月

１日に厚生労働省、旧国立療養所壱岐病院から経営移譲された当時は３３名の入院患者数であり

ましたが、広報活動及び各医療機関との連携により、入院患者数は順調に増加し、現在では

６０名程度になり、近日中に満床となるものと思われます。 

 ３月２５日には、結核患者が発生し、看護体制、夜勤は１病棟１名、病棟構造、病棟改修工事

により、結核病棟の連絡用渡り廊下の一部撤去及び封鎖などの不備から入院受け入れを辞退せざ

るを得ない事態が発生いたし、患者様を初め、御親族の皆様には多大な御迷惑をおかけいたしま

した。二度とこのような事態が発生しないように直ちに改修を行い、その後は万全の態勢を図っ

ております。 

 現在の診療体制は、当初常勤医師（病院長）１名、非常勤医師２名による体制でありましたが、

現在は常勤医師２名、非常勤医師３名の体制で診療を行っております。 

 救急及び消防防災業務について。 

 災害発生状況につきましては、昨年度より火災は１９件増の６５件、救急は８８件増の

１,４４４件となっております。今後ともあらゆる災害から市民の生命、身体及び財産を守ると

いう責務を全うするため、消防行政の的確な推進と消防防災体制の一層の充実強化を図り、市民

の期待にこたえるよう努めてまいります。 

 消防施設整備につきましては、今年度国庫補助事業による郷ノ浦署配備の化学災害などに対応

する化学消防ポンプ自動車の更新を予定し、所要の予算を計上いたしております。 

 今年度は各町消防団の消防ポンプ操法大会が開催されます。前回と同様に長崎県大会でポンプ

車の部及び小型ポンプの部の両種目とも連続優勝を目標に、消防署の訓練所並びに夜間照明設備

を十分に活用し、署員一丸となって各町消防団の操法技術の一層の向上を目指し、操法訓練を実

施いたしております。 

 固定資産評価額の見直しに係る過年度税額の精算について。 

 旧郷ノ浦町の平成６年度からの土地の評価見直しにつきましては、過年度税額の計算を終えて、

２月から返還、通知事務を行い、平成６年度から１４年度までの見直しに係る固定資産税、都市

計画税、国民健康保険税の還付金返還金などは、納税義務者２,６４２人、総額５,２２４万
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４,２００円で、そのうち２,４８９人、５,１６６万７,７７０円を納税者に還付及び返還をいた

しました。 

 なお、納税者からの連絡等がなされないなどの分、１５３人、５７万６,５００円の還付返還

ができておりません。これにつきましては、早期に連絡等を行い、還付返還をいたすべく所要の

予算を計上いたしております。 

 固定資産税４期納税通知書出力誤りについて。 

 固定資産税、土地につきましては、地価が下落傾向にあり、評価額を下落修正しております。

平成１６年度におきましても、地価の下落傾向が見られるため、下落修正をさせるべくデータを

作成しておりましたが、情報管理課で固定資産税４期納税通知者出力の際に下落修正処理がなさ

れず出力されたものが判明いたしました。 

 概要といたしましては、郷ノ浦町所在の雑種地のみ３７５筆、税額修正対象者２８名となって

おります。固定資産税４期納税通知書は５月１４日に発送しておりましたので、全期前納いただ

いた方につきましては、払い戻しを行い、その他の方につきましては、納税通知書の差しかえを

行います。 

 また、評価額のみ修正の方につきましては、課税明細書の差しかえを行います。なお、集合税

に係る固定資産税につきましては、修正をいたしましたので、近日中に納税通知書を発送の予定

にいたしております。 

 たびたびの錯誤におわびの言葉もございませんが、今後このようなことがないように職員に自

戒を促し、住民サービスに努めてまいります。 

 以上、平成１６年度の市政運営に当たりまして、私の所信の一端と予算の概要等について申し

上げましたが、山積する行政課題に対応しながら、また同時に行財政改革の推進を努め、新しい

壱岐市づくりに誠心誠意全力で取り組んでまいりますので、議員各位を初め、市民皆様の御理解

を御支援を賜りますよう心からお願いを申し上げ、施政方針の説明といたします。 

 なお、本日提出いたしました報告４件、条例関係４件、予算１６件、その他１３件の議案につ

きましては、関係部課長より説明させますので、慎重なる御審議を賜りますようお願いを申し上

げます。 

○議長（瀬戸口和幸君）  これで、施政方針の説明は終わりました。 

 ここでしばらく休憩します。再開は１１時３５分とします。 

午前11時22分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時35分再開 

○議長（瀬戸口和幸君）  再開します。 
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日程第２３．議案第３５号 

日程第２４．議案第３６号 

日程第２５．議案第３７号 

日程第２６．議案第３８号 

日程第２７．議案第３９号 

日程第２８．議案第４０号 

日程第２９．議案第４１号 

日程第３０．議案第４２号 

日程第３１．議案第４３号 

日程第３２．議案第４４号 

日程第３３．議案第４５号 

日程第３４．議案第４６号 

日程第３５．議案第４７号 
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日程第３６．議案第４８号 

日程第３７．議案第４９号 

日程第３８．議案第５０号 

日程第３９．議案第５１号 

日程第４０．議案第５２号 

日程第４１．議案第５３号 

日程第４２．請願第１号 

日程第４３．陳情第５号 

日程第４４．陳情第６号 

日程第４５．陳情第７号 

日程第４６．要請第１号 

○議長（瀬戸口和幸君）  日程第５、報告第１号平成１５年度壱岐市一般会計暫定予算の繰越明許

費繰越計算書の報告についてから日程第４１、議案第５３号あらたに生じた土地の確認及び字の

区域の変更についてまで及び日程第４２、請願第１号「壱岐公立病院に人工透析室の設置」を求

めるための請願についてから、日程第４６、要請第１号「地方分権を確立するための真の三位一

体改革の実現」に関する対応についての依頼についてまで、４２議案を上程します。 

 ただいま上程しました議案について、提案理由の説明を求めます。財政課長。 

○財政課長（久田 賢一君）  報告第１号について、御説明いたします。 

 平成１５年度壱岐市一般会計暫定予算の繰越明許費繰越計算書について、地方自治法施行令第

１４６条第２項の規定により報告いたします。 

 次のページ、お願いします。平成１５年度壱岐市一般会計暫定予算繰越明許費繰越計算書でご

ざいます。２款総務費の初山開発事業外３３事業につきまして、用地交渉の遅延、それから地元

との協議等に不測の日数を要したということで繰り越しをさせていただいております。 

 繰越額は次のページでございます。一番下の合計のところでございますが、中ほどの翌年度繰

越額で８億９,５１９万３５２円でございます。その財源としましては既収入特定財源、これは

地方債でございます。２,２８５万７,０００円、それから国県支出金、地方債、それからその他、

その他は受益者の負担金でございます。そして残りが一般財源でございます。 

 以上、報告いたします。 

○議長（瀬戸口和幸君）  水道課長。 

○水道課長（松本 徳博君）  報告第２号平成１５年度壱岐市簡易水道事業特別会計暫定予算の繰

越明許費繰越計算書の報告について、御説明申し上げます。 

 平成１５年度壱岐市簡易水道事業特別会計暫定予算の繰越明許費は、次のとおり翌年度に繰り
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越したので、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により報告いたします。 

 次のページでございますが、報告第２号平成１５年度壱岐市簡易水道事業特別会計暫定予算繰

越計算書、１款総務費、事業名、県道郷ノ浦沼津勝本線水道管布設替工事外３地区でございます。

繰越理由といたしましては、各地区の道路改良工事の工事期間延長等によるものでございます。

繰越額は１,１４５万円をお願いしております。 

 続きまして、報告第３号平成１５年度壱岐市下水道事業特別会計暫定予算の繰越明許費繰越計

算書の報告について、平成１５年度壱岐市下水道事業特別会計暫定予算の繰越明許費は、次のと

おり翌年度に繰り越しましたので、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により報告いたし

ます。 

 次のページでございますが、報告第３号平成１５年度壱岐市下水道事業特別会計暫定予算繰越

明許費繰越計算書、１款総務費２項下水道建設費、事業名は壱岐市公共下水道事業であり、理由

といたしまして、中央水処理区域の変更等の許認可に時間を要したため、繰り越しをお願いする

ものでございます。繰越額を３億９,２０５万４,５００円としております。 

 続きまして、報告第４号平成１５年度壱岐市漁業集落排水整備事業特別会計暫定予算の繰越明

許費繰越計算書の報告について、御説明申し上げます。 

 平成１５年度壱岐市漁業集落排水整備事業特別会計暫定予算の繰越明許費は、次のとおり翌年

度に繰り越しましたので、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により報告いたします。 

 報告第４号平成１５年度壱岐市漁業集落排水整備事業特別会計暫定予算繰越明許費繰越計算書、

１款総務費、事業名につきましては、瀬戸地区漁業集落排水整備事業でございます。理由といた

しましては、工事箇所が住宅密集地であり、作業車の乗り入れ制限をしたために工事日数が延長

となったものでございます。 

 繰越額といたしましては、１,９５１万円でございます。以上、御説明申し上げ、御報告とい

たします。 

○議長（瀬戸口和幸君）  教育次長。 

○教育次長兼教育総務課長（吉富 一敬君）  議案第２１号について、御説明をいたします。壱岐

市立石田図書館の設置及び管理に関する条例の制定について、図書館法第１０条の規定に基づき、

壱岐市立石田図書館の設置及び管理に関する条例を別紙のとおり制定することについて、議会の

議決を求めるものでございます。 

 提案理由といたしまして、壱岐市立石田図書館の開館に当たり、設置及び管理に関する条例を

提案するものでございます。 

 現在この図書館につきましては、６月３０日を工期としまして工事中でございます。場所は御

承知と思いますが、印通寺のマリンパルの２階、面積が６０６平米の整備工事でございます。開
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館を７月１９日、月曜日、海の日にオープンをしたいというようなことで作業を進めております。 

 それでは、次をお開きください。条例につきまして御説明をいたします。 

 壱岐市立石田図書館の設置及び管理に関する条例、第１条に設置及び趣旨を出しております。

２条に名称、位置。名称としましては、壱岐市立石田図書館。場所、位置としましては、印通寺

浦の４７１番地に。以下、管理運営からずうっと条例を出させていただいております。 

 そして２ページでございますが、第１３条としまして、この条例に定めるもののほか、施行に

必要な部分につきましては規則で定めるといたしております。 

 附則としまして、この条例は公布の日から施行するということにいたしております。 

 以上で終わります。 

○議長（瀬戸口和幸君）  市民生活部長。 

○市民生活部長（園田 省三君）  議案第２２号壱岐市印鑑条例の一部改正について、御説明いた

します。 

 提案理由、印鑑登録に伴う本人確認の厳格化による印鑑登録証明事務処理要領の一部改正に伴

い、改正するものでございます。 

 次のページをお願いいたします。壱岐市印鑑条例の一部を次のように改正する。第４条の登録

申請の確認でございますが、印鑑の登録申請において、申請者が本人であること及び本人の意思

であることを確認する場合、申請者に対して文書で紹介をし、その回答書を持参させることによ

って行うこととなっておりますが、それに加えまして市長が適当と認める書類の提示が必要とな

りました。 

 したがいまして、第４条第２項及び第３項中回答書の次に「及び市長が適当と認める書類」を

加えるものでございます。本条例は、本年７月１日から施行するものでございます。 

 以上で、議案第２２号壱岐市印鑑条例の一部改正について、説明を終わります。 

 続きまして、議案第２３号壱岐市手数料条例の一部改正について、御説明いたします。 

 提案理由、占用法関係手数料令及び地方公共団体の手数料の標準に関する政令の一部改正に伴

い、改正するものでございます。 

 次のページ、お願いします。壱岐市手数料条例の一部を次のように改正する。 

 第２条の手数料を徴収する事項、金額等でございますが、これについては、別表第１のとおり

とするとなっております。別表第１の２２項船員手帳の交付手数料の金額、１件につき

１,９００円を１,９５０円に改め、２３項船員手帳の書きかえ手数料の金額、１件につき

１,９００円を１,９５０円に改めるものでございます。 

 本条例は、本年７月１日から施行するものでございます。 

 以上で議案第２３号壱岐市手数料条例の一部改正についての説明を終わります。 
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○議長（瀬戸口和幸君）  総務部長。 

○総務部長（松本 陽治君）  議案第２４号について、御説明を申し上げます。 

 壱岐市長職務執行者の給与及び旅費に関する条例の廃止について、壱岐市長職務執行者の給与

及び旅費に関する条例を次のとおり廃止する。 

 提案理由でございますが、職務執行者の退任に伴いまして、条例制定の目的が達成をされまし

たので、御提案をするものでございます。 

 次のページでございますが、壱岐市長職務執行者の給与及び旅費に関する条例を廃止する条例、

壱岐市長職務執行者の給与及び旅費に関する条例、平成１６年壱岐市条例第３９号は廃止する。

附則といたしまして、この条例は公布の日から施行するというものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（瀬戸口和幸君）  お諮りします。ちょっと時間的に早いようですが、お昼の休憩にしたい

と思いますが、よろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（瀬戸口和幸君）  では、そのようにしたいと思います。ただいまから昼の休憩に入ります。

再開は１３時とします。 

午前11時48分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後０時58分再開 

○議長（瀬戸口和幸君）  再開します。 

 財政課長。 

○財政課長（久田 賢一君）  それでは、議案第２５号について説明いたします。 

 １ページをお開きください。平成１６年度壱岐市一般会計予算でございますが、歳入歳出それ

ぞれ２１０億２,５００万円と定めております。第２条は債務負担行為、第３条は地方債、第

４条一時借入金で一時借入金の借り入れの最高額は３０億円と定めております。第５条は、歳出

予算の流用について定めております。 

 次に、２ページからは第１表でございますが、後の事項別明細書の方で説明をいたしますので、

１０ページをお開きください。 

 第２表の債務負担行為でございますが、９の事業につきましてそれぞれ期間限度額を定めてお

ります。それで、最後の行の自給肥料供給施設整備事業でございます。これは勝本町の分でござ

いますが、事業を２カ年間で予定をいたしておりますが、本年度に一括入札をいたしますので、

債務負担行為を定めております。 

 次、１１ページは第３表地方債でございます。本年度の限度額を２８億１,１３０万円といた
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しております。詳しいことにつきましては、後もって歳入の方で説明いたします。 

 次に、１６ページをお開きください。１款の市税１項の市民税から５項の入湯税までにつきま

しては、前年度の実績を勘案して計上いたしております。 

 次のページの６ページの都市計画税は滞納繰越分を計上いたしております。 

 １８ページの２款１項の所得譲与税、これは三位一体改革の所得税から地方住民税の本格的な

税源移譲までのつなぎ制度として本年度新設されたものでございます。交付は人口により交付を

されるようになっております。 

 それから、次の２款２項の自動車重量譲与税から次のページの利子割交付金までにつきまして

は、前年実績を勘案して計上いたしております。 

 次のページの４款の配当割交付金でございます。これは本年度新設されたものでございまして、

都道府県に納入された配当割額を関係市町村へ交付をされるものでございます。本年度の交付見

込み額の１８４万２,０００円を計上いたしております。 

 次の５款の株式等譲渡所得割交付金も、これも本年度に新設をされたものでございまして、交

付の方法につきましては、配当割交付金と同内容でございます。 

 次の６款の地方消費税交付金から７款、８款、９款の地方特例交付金までにつきましては、前

年度実績を勘案して計上いたしております。 

 次に、２２ページの１０款の地方交付税でございます。本年度の国の交付税の見込みはマイナ

スの６.５％になっておりますが、本市におきましてはマイナスの８％で計上いたしております。

特別交付税につきましては、前年実績を勘案し、計上いたしております。 

 １１款の交通安全対策特別交付金につきましては、前年実績を勘案し、計上いたしております。 

 次の２４ページの１２款１項分担金でございます。農林水産業費分担金では、県営圃場整備事

業の地元分担金、それから災害復旧費では農地災害の受益者の分担金等を計上いたしております。 

 １２款２項負担金でございます。民生費負担金で保育所の入所負担金、衛生費負担金では、老

人保健事業の負担金等を計上いたしております。 

 次１３款１項の使用料でございますが、これは行政財産の使用料を計上いたしております。 

 次に、２８ページをお開きください。１３款２項手数料でございますが、これは戸籍手数料、

ごみ処理手数料、家畜診療所等手数料などを計上をいたしております。 

 次に、３０ページでございますが、１４款の国庫支出金の国庫負担金でございます。ここでは、

民生費の国庫負担金、衛生費国庫負担金を計上いたしております。 

 次のページの１４款２項の国庫補助金、民生費の国庫補助金では、居宅支援費の補助金などを

計上いたしております。 

 ２の衛生費の国庫補助金では、合併処理浄化槽設置整備事業の補助金として、これ１３０基分
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を計上いたしております。農林水産業費の補助金では、地域水産物供給基盤整備事業補助金、こ

れは芦辺町の八幡浦漁港の分でございます。海岸保全施設整備事業補助金は、八幡浦漁港、柏崎

海岸の高潮対策の補助金でございます。 

 次の土木費国庫補助金の道路事業費補助金の市道改築事業補助金は、勝本町の寺源田線、芦辺

町の八幡芦辺線、市道特殊改良一種事業補助金は、勝本町の綿打線の補助金でございます。 

 住宅費補助金の公営住宅建設事業補助金は、郷ノ浦町の今宮団地、永田団地の駐車場整備の補

助金でございます。 

 次の３の河川費補助金は、郷ノ浦町の準用河川、町谷川の補助金でございます。４の都市計画

費補助金、まちづくり総合支援事業補助金は、郷ノ浦町の本村元居線、大谷公園線の道路改良、

弁天崎金比羅公園の園整備の補助金でございます。 

 次のページでございます。消防費の補助金でございますが、これは化学消防ポンプ自動車、防

火水槽３基の補助金でございます。 

 ２行飛びまして、社会教育費補助金でございます。国宝重要文化財等保存整備事業補助金でご

ざいますが、これは石田町の原の辻遺跡の保存修理事業、市内遺跡発掘、双六古墳、それから原

の辻遺跡の保存整備事業等の補助金でございます。 

 それから、史跡等購入費補助金は、原の辻遺跡の土地の購入費の補助金でございます。 

 一番下の行、総務費補助金、合併市町村補助金は、防災行政無線の集中制御設備設置事業の補

助金でございます。 

 次のページ、お願いします。市町村権限移譲等交付金でございます。４,３９９万２,０００円

計上いたしておりますが、この中の砂の最初に係るものがございますが、芦辺町で９８０万円、

石田町で９２０万円ほどございますが、これにつきましては、沿岸漁業振興対策基金として積み

立てをいたしております。 

 次に、１５款２項の県補助金の総務費県補助金でございます。この中の２１世紀まちづくり推

進総合支援事業補助金、これは生活環境整備、郷ノ浦町の東地区、勝本町の天ケ原地区の分でご

ざいます。それから、博多どんたくの参加、筒城浜のレストハウス、シャワー室の改修の補助金

でございます。 

 それから、新市町人材育成支援交付金でございまして、これは定額の１,０００万円の補助金

でございますが、人材育成のための講師派遣等の補助金でございます。 

 それから、新市町合併支援特別交付金でございます。７,０４９万１,０００円でございますが、

これは消防団の活動服、例規集の作成、行財政改革推進事業、市歌等の作成事業の補助金でござ

います。 

 次の民生費の県補助金でございますが、ここでは居宅支援費の補助金、一番下の行の身体障害
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児医療費助成事業等の補助金でございます。 

 次のページの２、老人福祉補助金でございますが、ここでは在宅介護支援センターの運営事業

の補助金、介護予防の支援事業の補助金等でございます。 

 児童福祉費補助金は、へき地保育所の運営費の補助金、福祉医療費の助成費の補助金等でござ

います。 

 それから、衛生費県補助金の中の２の清掃費補助金の不法投棄物等撤去事業補助金でございま

す。これは芦辺町の漂着物撤去事業の補助金でございます。 

 次のページ、お願いします。農業費補助金の中の下から５行目ぐらいでございます。資源リサ

イクル畜産環境整備事業費補助金２億４５２万５,０００円でございますが、これはＪＡが建築

をいたします堆肥センターの建設補助金でございます。 

 それから、下から２行目でございますが、基盤整備促進事業の補助金６,９７８万８,０００円

は、芦辺町の堺地区、石田町の乙島大板線、錦太の農道整備の補助金でございます。農村総合整

備事業費補助金が、これ芦辺町の整備事業の補助金でございます。 

 次に、水産業費補助金の中の地域水産物供給基盤整備事業補助金２億２,１９１万３,０００円

でございますが、これは初瀬地区、大久保地区、湯ノ本、諸津など７事業の補助金でございます。 

 持続的漁業生産環境整備事業費補助金でございます。これは東部漁協の監視船、壱岐東部箱崎

の築いその補助金でございます。 

 それから一番下の行でございますが、長崎県緊急地域雇用創出特別補助金でございます。これ

は町内の遺跡発掘事業、市道の環境美化事業、観光コーディネーターの育成事業等の補助金でご

ざいます。 

 次のページ、お願いします。急傾斜地崩壊対策事業費の補助金、これは石田町の志自岐地区の

補助金でございます。 

 一番下、農地及び農業用施設災害復旧費補助金でございます。これは平成１５年災の分でござ

いまして、郷ノ浦町、芦辺町の分でございます。農地３５カ所、施設１２カ所の補助金でござい

ます。 

 次の１５款３項県委託金でございます。ここでは選挙費の委託金としまして、参議院選、それ

から海区漁業調整委員会の選挙費、それから各種統計調査の委託金などを計上をいたしておりま

す。 

 次のページ、お願いします。６の消防費委託金では、壱岐空港消防業務委託金として

４,４１３万円を計上しております。 

 次の財産貸付収入で、土地建物貸付収入でございます。これ普通財産の貸付収入でございまし

て、大きなものといたしましては、壱岐会館用地３６０万円、それから大谷工場倉庫３６０万円、
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それから旧久松工場、それから郷ノ浦港の貨物小屋等の貸付収入でございます。 

 次のページをお願いいたします。右上の２の生産物売り払い収入でございます。アワビ種苗売

り払い収入は、これは郷ノ浦町の種苗センターのアワビの売り払い代金でございます。堆肥売り

払い収入は、石田町の分でございます。 

 それから寄附金でございますが、指定寄附金として３件計上いたしております。その中の旧壱

岐郡農業振興公社指定給付金、それから御柱祭り実行委員会指定給付金につきましては、同額を

歳出の方で計上いたしております。 

 次に、１８款２項の基金繰入金でございます。財政調整基金、減債基金を歳入財源不足のため

に合計で３億６,０００万円繰り入れております。 

 次の３の地域振興基金の繰入金は、道路事業、水産振興事業、農業振興事業などの財源に充て

るために１０億４,０８０万円を繰り入れております。 

 ５の家畜導入事業の繰入金につきましては、家畜導入事業の財源として繰り入れております。 

 栽培漁業振興基金繰入金は、アワビ種苗センターの管理費の財源として繰り入れております。 

 次、８の特定農山村地域活性化基金繰入金は、特定農山村地域活性化推進事業の財源として繰

り入れをいたしております。 

 次のページでございます。教育振興基金の繰入金につきましては、これは渡良中学校の分でご

ざいまして、ソフトボール、ユニフォーム、マシン等の購入財源として繰り入れております。 

 繰越金につきましては、５億７,６０７万７,０００円を計上しております。 

 次に、一番下の行の２０款３項の貸付金元利収入でございますが、この中で地域総合整備資金

貸付金元金収入でございます。これは大安閣等全部で６業者の貸付金の元金収入でございます。 

 それから、商工業振興資金融資預託金の元金収入は、預託先が１８銀行、親和銀行、勝本漁協

からのそれぞれの預託金の元金収入でございます。 

 次のページをお願いします。２０款４項の４の雑入の中の上から４行目のコミュニティー助成

金でございます。これは宝くじの還元事業でございまして、道路の清掃器具の購入費の財源とな

っております。 

 次のページ、お願いします。２１款１項市債でございます。まず一般公共事業債１億

９,８９０万円でございますが、これは初瀬地区の漁港整備等外１３事業の分でございます。辺

地対策事業は、市道有安本線の改良事業外７事業分を計上しております。過疎対策事業は、市道

本村元居線外１６事業分を計上しております。臨時財政対策債につきましては、前年度の７０％

相当額を計上しております。 

 合併特例事業でございます。合併推進事業、これは郷ノ浦町の新郷ノ浦港線の県営事業の負担

金の分でございます。合併特例事業３億５,４２０万円は、勝本町の自給肥料供給施設整備事業、
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それから原の辻遺跡の整備事業の分でございます。 

 臨時地方道整備事業債、ふるさと農道緊急整備事業は、郷ノ浦町の神ノ木地区外３事業の分を、

林道緊急整備事業につきましては、勝本町の本宮山地区の分を計上しております。 

 臨時地方道整備事業債、地方特定道路整備事業は、市道寺源田線外２事業の分でございます。

自然災害防止事業債は、石田町の志自岐地区の分でございます。補助災害復旧事業債、これは農

地施設の分でございます。単独災害復旧事業債、これは勝本町のかざはや法面災害復旧の分でご

ざいます。 

 それから、減税補てん債でございますが、２億２,２２０万円でございまして、これは郷ノ浦

町と芦辺町の平成７年、８年度借入分が本年度に借りかえることになっておりますので、その分

を計上いたしております。 

 次に、５４ページをお開きください。歳出１款の議会費でございます。議員報酬、職員人件費、

１３節では会議録の作成委託料を計上しております。また、議長交際費を１５０万円計上いたし

ております。 

 次のページをお願いします。２款１項総務管理費の一般管理費でございます。ここでは、特別

職、一般職の人件費、それから市長交際費としまして８００万円を計上いたしております。 

 次に６５ページをお願いをします。２５の積立金でございます。ここでは財政調整基金、減債

基金、地域振興基金の利子の相当額を積み立てるようにしております。６の企画費でございます。

１の報酬の中に市歌等の選定委員報酬、それから行財政改革推進委員会の委員報酬を計上してお

ります。 

 次のページ、お願いします。それから、この企画費の中に福岡事務所派遣経費としまして９節

の旅費、それから１４節で宿舎借り上げ料など派遣経費としまして１９９万円を計上しておりま

す。 

 それから１３節の委託料では、市歌の制作委託料、それから行財政の診断業務委託料を計上し

ております。 

 １５の工事請負費は、仮本庁舎の屋上への入り口の部分の改修工事でございます。 

 次のページをお願いします。６９ページの右上の方の中ほどの集会施設建設事業補助金

２,０００万円でございます。ここでは、芦辺町の辻林公民館、石田町の池田東公民館の集会所

の建設補助金を計上しております。 

 次７２ページ、お願いします。２款１項１０目の地籍調査費でございます。本年度は郷ノ浦町

の片原第２から第５地区、それから芦辺町の大石、中野郷、瀬戸浦第１地区分を計上いたしてお

ります。 

 それから１８節の備品購入費では、地籍調査の管理システム機器購入費を計上いたしておりま



- 34 - 

す。 

 次のページ、お願いします。２款２項１目の税務総務費でございます。その次のページの

１３節でございますが、固定資産評価システム整備委託料として４,３４５万４,０００円、それ

から、平成１８年度の評価替に伴います標準宅地の鑑定評価委託料を計上しております。 

 次のページ、お願いします。８節の報償費では、納期前の納付報償金、それから納税組合への

報償金を計上をいたしております。 

 次に８２ページ、お願いします。２款４項の選挙費では、市長選挙費、参議院議員選挙費など

４選挙事務費をそれぞれ計上をいたしております。 

 次に８８ページをお願いします。３款１項１目の社会福祉総務費では、知的身体障害者の施設

支援費、それから居宅生活の支援費などを計上いたしております。 

 次に９４ページ、お願いします。中ほどの社会福祉施設費の中の１３節委託料では、郷ノ浦町

の保険デイサービスセンターの設計委託料８０５万２,０００円を計上しております。 

 次の老人福祉費につきましては、次のページの１３節で生きがい活動支援通所事業委託、それ

から在宅介護支援センターの運営事業の委託料などを計上いたしております。 

 次のページ、２０ページの２８節でございます。ここでは老人保健特別会計の繰り出し金、老

人ホーム事業特別会計の繰り出し金をそれぞれ計上いたしております。 

 次の国民健康保険事業でございますが、ここでも２８節で国民健康保険事業特会の繰り出し金

を計上しております。 

 次の介護保険でも繰り出し金としまして３億３４７万２,０００円を計上しております。 

 次に１０２ページでございます。３款２項２目の児童措置費の２０節の扶助費では、児童手当

等の給付費を計上しております。下の行の４の保育所費でございます。次のページの１３節の委

託料で保育園児入所委託料４,３７３万円、これは郷ノ浦町の壱岐保育園への入所委託でござい

ます。 

 次のページ、お願いします。５の児童福祉施設費の１５節の工事請負費では、八幡保育所の屋

根、便所の改修事業費を計上しております。 

 次に１１０ページ、お願いします。４款１項１目の保健衛生総務費では母子保健事業、老人保

健事業に要する経費を計上しております。 

 １１５ページ、お願いします。ここの２８節の繰り出し金では、簡易水道事業の繰り出し金と

して３億１,４０２万６,０００円を計上しております。 

 次に１１９ページをお願いします。この右上の１５の工事請負費でございます。２１世紀まち

づくり推進総合支援工事請負費につきましては、郷ノ浦町の東地区、勝本町の天ケ原地区の排水

工事費を計上しております。施設設備等改修工事請負費は、火葬場の空調設備の改修工事費でご
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ざいます。 

 次の病院費でございますが、ここでは繰り出し金で４億９,４３２万３,０００円を計上してお

りますが、このうちにかたばる病院の分としまして１億５,１９１万３,０００円が含まれており

ます。 

 次に４款２項１目の清掃総務費は、次のページお願いします。８節の報償費では、リサイクル

報償金を計上しております。１３の委託料では、環境管理組合運営業務委託料、これは芦辺町の

分でございます。それから、一般廃棄物の処理基本計画策定業務委託料を２,２００万円計上を

いたしております。 

 次のページをお願いします。４款２項２目のじんかい処理費では、各施設の管理経費を計上い

たしております。次のページの１３節の一番最後の行でございますが、最終処分場調査設計業務

委託料、これは勝本町の分でございます。 

 それから１５の工事請負費では、各施設の設備等の修繕工事費を計上いたしております。 

 次に、３のし尿処理費でございますが、ここでも施設の管理経費を計上いたしております。 

 次のページの１５節の工事請負費では、各施設の修繕工事費、それから勝本町の自給肥料供給

施設の用地造成工事費、それから施設の整備工事費を計上いたしております。 

 それから、合併処理浄化槽の設置整備費でございますが、１９節の負担金補助金で１３０基分

の補助金を計上をいたしております。 

 次に１３５ページ、お願いします。ここは農業振興費の１９節でございますが、ここでは中山

間地域等の直接支払い交付金、「長崎食と農」支援事業、産地づくり推進対策事業などの補助金

を計上をいたしております。 

 次のページでございます。寄附金でございますが、ここで先ほど歳入のところにございました

指定寄附金の歳入同額をここで計上いたしております。 

 次に１４１ページをお願いします。ここは畜産業費の１９節でございますが、この中の一番下

の行でございますが、資源リサイクル畜産環境整備事業費補助金、これはＪＡの堆肥センターの

建設補助金を計上しております。 

 次の２２の補償補てん及び賠償金でございますが、これは家畜診療所の医療事故の賠償金を計

上しております。 

 次のページ、お願いします。下から２行目の１５の工事請負費、ここは農地費の工事請負費で

ございますが、農道整備工事請負費（基盤整備）でございます。これは芦辺町の堺地区外２路線

分を計上しております。 

 次の農道整備工事請負費（農村総合整備費）は、芦辺町の分でございます。農道５路線、農業

集落道３地区、防災安全施設整備を計上しております。ふるさと農道整備工事請負費は、勝本町
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の亀松地区外３路線分を計上いたしております。 

 次に１４７ページをお願いします。６款２項２目の林業振興費の１５の工事請負費でございま

す。ここでは、勝本町の本宮山林道整備事業費を計上しております。 

 次のページでございます。６款３項１目の水産業総務費の１３の委託料では、郷ノ浦町のアワ

ビ種苗センターの管理費を計上いたしております。 

 次のページでございます。２の水産業振興費、ここでは水産業振興事業、水産業振興総合対策

事業、漁業経営構造改善事業費などを計上いたしております。 

 １５３ページの積立金でございます。３,７４２万２,０００円でございます。これは、栽培漁

業推進基金積立金、これはアワビ種苗センターの売り払い収入金の分でございます。沿岸漁業振

興対策基金は、砂採取に係るものでございます。 

 次に１５７ページをお願いします。右上の工事請負費でございます。ここでは海岸保全事業工

事請負費、これは芦辺町の八幡浦漁港の高潮対策の工事費でございます。水産基盤整備工事請負

費は、初瀬漁港外６漁港の工事費でございます。 

 それから、５の漁業集落環境整備費でございます。そこの１５節の工事請負費では、芦辺町の

漁業集落環境整備工事費を計上いたしております。 

 次のページ、お願いします。商工振興費の１９節の補助金では、商工会の運営費の補助金、そ

れから国民金融公庫設備資金の利子補給補助金などを計上いたしております。 

 次のページの４観光費でございます。 

 次のページ、１６３ページでございますが、右上の１３節の委託料で２１世紀まちづくり推進

総合支援事業の委託料、これが博多どんたく港祭り参加福岡観光物産展委託料を計上しておりま

す。 

 それから、下から３行目の緊急地域雇用創出特別対策事業委託料、ここでは観光コーディネー

ター育成事業、イベントマスコミ等誘致支援事業費を計上しております。１５の工事請負費では、

２１世紀まちづくり推進総合支援工事請負費、これは筒城浜のレストハウス、シャワー室改修工

事、いそ遊び体験施設整備工事費を計上しております。 

 次の１９節の補助金では、次のページ、１６５ページの一番下の行でございます。友好都市地

域間交流事業補助金、これは勝本町の御柱祭りへの補助金でございます。 

 次に、１６９ページをお願いします。道路橋梁維持費の１３節の委託料１億２,８０２万円で

ございます。下から２行目の市道等環境美化事業委託料、それから公共施設環境美化事業委託料、

これは県の緊急雇用の補助金相当分でございます。 

 それから、次の３の道路橋梁新設改良費は、補助事業、起債事業で９路線、単独事業で計

２２路線分を計上いたしております。 
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 次のページ、お願いします。８款３項の河川費でございます。ここでは、次のページ、

１７３ページの工事請負費で郷ノ浦町の町谷川の改修工事費、それから勝本町の西戸地区排水路

整備工事費を計上しております。１９節の負担金補助及び交付金につきましては、県営事業の負

担金で郷ノ浦町の馬立海岸環境整備事業の負担金でございます。 

 ２の急傾斜地崩壊対策費の工事請負費は、石田町の志自岐地区の分でございます。１９節は県

営の負担金でございまして、郷ノ浦町の小崎地区、築出迎地区の負担金でございます。 

 ８款４項港湾費でございます。次のページの１９節で、県営港湾整備事業負担金２,８２５万

円、これは郷ノ浦港の埋立整備、印通寺港湾整備の負担金でございます。 

 次のページでございます。２の街路事業費でございます。ここで１９の負担金で１,１００万

円計上いたしておりますが、これは県営事業の負担金で郷ノ浦町の３．５．８新郷ノ浦港線の県

営事業の負担金でございます。 

 次のページ、お願いします。４土地区画整理費でございます。ここでは、郷ノ浦町の市道本村

元居線、市道大谷公園線、金比羅公園、弁天崎公園の整備費を計上いたしております。 

 次のページをお願いします。８款７項の住宅費でございます。ここの１５の工事請負費

１,３９２万９,０００円でございます。これは緑ケ丘住宅の屋根改修、新瀬戸団地プロパン庫改

修、国分団地の復旧工事費でございます。 

 次のページ、お願いします。住宅建設費でございます。ここの工事請負費では、住宅建設工事

請負費で今宮団地の敷地造成工事費、それから公営住宅駐車場整備工事費では、今宮団地、永田

団地の駐車場の整備費を計上いたしております。 

 次に１８７ページをお願いします。２の非常備消防費でございます。ここでは操法大会の経費

としまして８節の報償費等で７００万円を計上いたしております。１１節の需用費で消防団の活

動服購入費として３,２９０万６,０００円を計上いたしております。 

 次のページ、お願いします。３の消防施設費、ここの１５の工事請負費では、防火水槽の新設

工事費を３基分、それから消防施設等改修工事費としまして、分団の格納庫、それから消防署の

訓練所の舗装工事、消防署勝本出張所のトイレの水洗化工事を計上いたしております。 

 １８節の備品購入費では、小型動力ポンプ７台、自動体外式除細動器２台、化学消防ポンプ自

動車１台分を計上しております。 

 次の４の防災費でございます。次のページの１５節の工事請負費３,５２４万円でございます

が、これは防災行政無線設備の集中制御の整備工事費でございます。 

 次に１９５ページ、お願いします。１０款１項３目の教育指導費の１５の工事請負費では、芦

辺教職員住宅の屋根外壁改修工事費を７６６万１,０００円計上しております。 

 次に１９９ページ、お願いします。学校管理費の工事請負費でございます。４,４６５万
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３,０００円でございますが、ここでは箱崎小学校、田河小学校の体育館外壁改修、八幡小パソ

コン教室改造、田河小、那賀小のプール等総工事費を計上しております。 

 次２０１ページ、お願いします。学校管理費、中学校の学校管理費の１５の工事請負費でござ

います。ここでは、箱崎中学校の技術科室の雨漏り工事、それから鯨伏中の舗装工事費を計上い

たしております。 

 次に２１５ページをお願いします。ここは公民館費の工事請負費でございまして２,５７６万

７,０００円でございます。ここでは芦辺地区の公民館の水洗化工事費を計上しております。 

 次のページをお願いします。図書館費の工事請負費でございますが、ここでは石田図書館の整

備工事費を２,４００万円計上しております。 

 次、６の文化財保護費でございます。ここでは文化財調査事業としまして、市内遺跡の発掘調

査事業、これは兵瀬、笹塚、対馬塚等でございます。 

 それから、文化財保存整備事業としまして、原の辻遺跡の保存修理事業、それから公有化事業、

出土物の保存処理事業、それから国特別遺跡原の辻遺跡の保存整備事業、これは（仮称）壱岐国

博物館、展示館建設の用地取得、それから環境アセスメントの委託料でございます。 

 それから、緊急地域雇用創出事業としまして、郷ノ浦町の車出遺跡、松尾古墳の発掘調査委託

料を計上いたしております。 

 次に２２７ページをお願いします。１１款１項の農林水産施設災害復旧費では、平成１５年災

の郷ノ浦町、芦辺町の農地施設の災害復旧費を計上いたしております。 

 次のページの１２款２項の公共土木施設災害復旧費では、勝本町のかざはや法面災害復旧工事

費を計上いたしております。１２款の公債費は、本年度償還いたします元利償還金、それから一

時借入金の利子を計上いたしております。 

 それから、２３０ページでございます。１３款１項の普通財産取得費でございます。これは新

公立病院用地の取得費でございます。旧郷ノ浦町の分でございまして、土地開発公社へのこれ償

還の分でございます。 

 それから、１３款２項は郷ノ浦町の三島航路事業の繰り出し金でございます。１４款予備費で

１,５００万円を計上をいたしております。 

 それから次のページ、２３２ページからは給与費明細書でございます。２３５ページまでが給

与費明細書でございます。２３６ページからは債務負担行為で、翌年度以降にわたるものについ

ての調書でございます。 

 そして、一番最後に地方債の現在高の見込みに関する調書でございまして、一番下の行の右端

が本年度末の現在高見込み額でございます。 

 以上で説明終わります。 
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○議長（瀬戸口和幸君）  健康保健課長。 

○健康保健課長（小山田省三君）  議案第２６号平成１６年度壱岐市国民健康保険事業特別会計予

算について、説明をいたします。 

 初めに、壱岐市の国民健康保険は４月１日現在一般被保険者数１万６,４０８人、退職被保険

者数９４５人、計１万７,３５３人、国保加入率５２.２１％であります。 

 １ページをお開きください。平成１６年度壱岐市の国民健康保険事業特別会計の予算は、次に

定めるところによります。 

 事業勘定の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３５億９,１７４万６,０００円と、診療

施設勘定の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億５,７３６万２,０００円と定めるとい

たしております。 

 また、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借り入れの最高額は２億円

と定めるといたしております。 

 歳入歳出の款項の区分及び当該ごとの金額等の内容は、３ページから１１ページに掲載のとお

りでございます。 

 １２ページをお開きください。歳入の主なものについて説明いたします。国民健康保険税につ

いては、一般被保険者分の医療給付費、介護納付金分の現年度滞納繰り越しを合わせて１１億

６,８０１万２,０００円を、退職被保険者分が同じく９,１１９万９,０００円を計上しておりま

す。課税される税率につきましては、さきの議会で議決をいただいたとおりでございます。 

 ３款の国庫支出金の中で、国庫負担金で療養給付費等に係る分は、現年度７億９,３０１万円

を、老人保健拠出金負担金が３億１,１９７万８,０００円を、介護納付金負担金が９,０３３万

２,０００円をそれぞれ計上しております。 

 １４ページをお開きください。同じく高額医療共同事業負担金が１,８８５万８,０００円を計

上しております。これは、歳出の５款共同事業拠出金の４分の１の金額であります。２項の国庫

補助金の中で、国保の交付税とされる財政調整交付金が普通、特別を合わせて４億５,０７３万

４,０００円、４款の県支出金が国と同額の１,８８５万８,０００円を計上しております。 

 ５款の療養給付費交付金は、支払い基金から交付される退職者医療交付金、現年度分２億

１,５５３万１,０００円です。 

 ６款共同事業交付金は、国保連合会から交付される高額医療共同事業交付金の５,０７０万円

です。 

 １６ページをお開きください。７款の財産収入は財政調整基金出産資金貸付金の利子です。 

 ８款の繰入金は、一般会計からの繰入金で保険税軽減に相当の基盤安定繰入金が２億

１,１１９万２,０００円、事務費としての職員給与費繰入金が９８８万３,０００円、出産１人
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に対する２０万円の出産育児一時繰入金が２,０６０万円、交付税に算入措置される財政安定化

支援事業繰入金が９,０１３万２,０００円をそれぞれ計上しております。９款の繰越金は、前年

度繰越金を４,４５０万４,０００円計上いたしております。 

 １８ページをお開きください。１０款の諸収入中上段の延滞金は、保険税の滞納に係る分であ

り、条例に沿って対応をしてまいります。予算では、一般被保険者分を１００万３,０００円計

上しております。３項の貸付元利金収入は国保連合会に委託の元利金です。 

 以上が歳入に関する分です。 

 続いて、歳出について説明いたします。２０ページをお開きください。２０ページから

２３ページは、経常的な予算でございます。２２ページの２款保険給付費は、国保事業会計では

診療費については、３月診療分から翌年の２月診療分について１会計年度で処理されます。一般

分が年間分の１８億２,２９６万５,０００円を、２４ページの退職分が同じく２億３,２９５万

円を、以下療養費、レセプト審査手数料等についてそれぞれ計上しております。 

 ２款２項の高額療養費については、一般退職分をそれぞれ計上しております。３項の移送費に

ついても同様でございます。 

 ２６ページをお開きください。４項の出産育児一時金は１人当たり３０万円の１０３人分を、

５項の葬祭費については、１人当たり２万円を、３款老人保健拠出金、４款介護納付金はそれぞ

れ今年度の支払い額を見込んで計上しております。 

 ２８ページをお開きください。５款の共同事業拠出金は国保連合会に支払う分です。 

 ６款の保健事業費は、国保事業の啓発普及に充てる費用です。７款の基金積立金は、財政調整

基金積立金の利息分と出産資金貸し付けのための基金積立金です。 

 ３０ページをお開きください。８款の公債費は一時借入金の利子を見込んでおります。 

 ９款諸支出金中１項の償還金及び還付加算金は、誤って保険税が納付された場合に還付する分

で、２項の貸付金は国保連合会への預託金です。 

 ３２ページをお開きください。１０款の予備費については、４,９２０万円を計上しておりま

す。 

 以上が事業勘定です。 

 次に、診療施設勘定について説明いたします。旧勝本町から引き継いだ国民健康保険直営診療

所の勝本診療所及び湯ノ本診療所は、住民の身近な医療機関として毎日午前と午後の半日交替で

診療業務をいたしております。また、養護老人ホーム、特別養護老人ホームの診療も受託をして

おり、経営も堅実な状況下にあります。 

 ３５ページから３７ページには、款項ごとの金額の内容を掲載しております。 

 ３８ページをお開きください。１款は診療収入の内容を、年間の収入を見込んで計上しており
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ます。手数料は、診断書等の手数料１０８万円です。 

 ４０ページをお開きください。６款の雑入は養護老人ホーム、特別養護老人ホームの受診委託

料等です。 

 次に、歳出について説明いたします。４２ページをお開きください。１款総務費の施設管理費

は経常的な予算で、１３節の委託料は医師、看護師、医療事務員等の業務委託料でございます。 

 ４４ページをお開きください。２款の医業費の需用費では、医薬材料費が年間分６,６００万

円、委託料は診療所であるがゆえ必要最小限の各委託に必要な予算内容でございます。１４節の

使用料及び賃借料は、在宅患者の濃縮酸素の借り上げ料でございます。 

 ４６ページをお開きください。４款の公債費は、地方債の元利償還金です。４８ページをお開

きください。給与費明細は、両診療所の看護師２名分です。 

 ５１ページをお開きください。１６年度末の地方債の見込み残高は、一番右下の１,６６６万

３,０００円です。 

 以上で、平成１６年度国民健康保険事業特別会計の予算の説明を終わります。 

 次に、議案第２７号平成１６年度壱岐市老人保健特別会計予算について、説明いたします。

１ページをお開きください。老人保健の受給者数は４月１日現在６,２９９人であります。平成

１６年度壱岐市の老人保健特別会計の予算は、次に定めるところによります。 

 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４２億４,２２７万１,０００円と定めるといたして

おります。歳入歳出の款項の区分及び当該ごとの金額との内容は、２ページから７ページに掲載

のとおりです。 

 ８ページをお開きください。歳入予算の主なものについて説明いたします。１款の支払基金の

交付金は、支払い基金から交付される現年度分２５億６,９６４万１,０００円、審査支払い手数

料交付金１,５５６万２,０００円を計上しております。 

 ２款の国庫支出金中国庫負担金は、医療費負担金、現年度１０億９,５５１万６,０００円を、

レセプト審査等分、医療費適正化事業補助金１６１万５,０００円を、３款の県支出金は２億

７,３８７万９,０００円を計上しております。 

 １０ページをお開きください。４款の繰入金は、一般会計からの市町村負担分を含めた２億

８,５５５万２,０００円を計上しております。 

 続いて、歳出予算の主なものについて説明いたします。１２ページをお開きください。１款総

務管理費は経常的な予算です。２款医療諸費は、老人保健は３月診療から２月診療分までが１会

計年度で処理されます。医療給付費が扶助費として年間分の４１億５,５９６万１,０００円を、

医療費支給費が療養費、高額療養費等扶助費として５,６７９万９,０００円を、審査支払い手数

料は、１,５７３万８,０００円をそれぞれ計上しております。 
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 以上で老人保健特別会計予算の説明を終わります。 

 次に、議案第２８号平成１６年度壱岐市介護保険事業特別会計予算について、説明いたします。 

 ４月１日現在の介護保険の１号被保険者数は９,４４２人で、認定者数は２号被保険者の

４５人を加えると１,７５６人であり、１号被保険者の認定率は１８.１２％となっています。 

 １ページをお開きください。平成１６年度壱岐市の介護保険事業特別会計の予算は、次に定め

るところによります。 

 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２２億１,０２７万２,０００円と定めるといたして

おります。地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借り入れの最高額は２億

円と定めるといたしております。 

 歳入歳出の款項の区分及び当該ごとの金額等の内容は、２ページから７ページに掲載のとおり

です。 

 歳入予算について、説明いたします。８ページをお開きください。１款介護保険料については、

基準となる１号被保険者第３段階の保険料の月額は３,３００円といたしております。１号被保

険者分として特別徴収が年６回支給される年金からの支給分からの徴収分、２億８,３１０万

８,０００円と直接納付される普通徴収分５,３９２万５,０００円の合わせて３億３,９５３万

３,０００円を、３款の国庫支出金中１項の国庫負担金は、現年度交付分４億３,３５６万

９,０００円を、３款の国庫補助金は介護保険の交付税とされる普通調整交付金１億６,８８７万

５,０００円を、４款支払い基金交付金は、現年度交付分６億９,３７１万１,０００円を計上し

ております。 

 １０ページをお開きください。５款県支出金は、現年度交付分の２億７,０９８万１,０００円

を、７款繰入金は事務費を含めた一般会計からの繰入金３億３４７万２,０００円をそれぞれ計

上しております。 

 続いて、歳出について説明いたします。１４ページをお開きください。１４ページから

１７ページの総務費は経常的な予算でございます。 

 １５ページの下段の報酬は、介護認定審査会委員の報酬で１４名で構成しています。 

 １６ページをお開きください。１６ページの２款介護給付費は、介護保険給付は３月分から翌

年の２月分までを１会計年度で処理され、介護サービス給付費として年間分２１億４,８００万

円を計上しております。 

 １８ページをお開きください。２款の審査支払い手数料は、国保連合会への支払い手数料です。

２款３項の高額介護サービス費は１９節に１,６２０万円を計上しています。 

 ３款の財政安定基金拠出金２１８万５,０００円は、保険料が不足するときに無償貸し付けを

受けるときの拠出金として、長崎県介護保険財政安定化基金へ拠出する分です。 
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 ４款の基金積立金５１３万円は、介護保険の将来の事業運営を見込んで積み立てるものです。 

 ２０ページをお開きください。５款の公債費中財政安定基金償還金２５０万円は、旧芦辺町の

借入償還分でございます。 

 以上で、介護保険事業特別会計予算の説明を終わります。 

○議長（瀬戸口和幸君）  暫時休憩します。再開は１４時１０分とします。 

午後１時58分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後２時11分再開 

○議長（瀬戸口和幸君）  再開します。 

 水道課長。 

○水道課長（松本 徳博君）  議案第２９号平成１６年度壱岐市簡易水道事業特別会計予算につい

て、御説明申し上げます。 

 平成１６年度壱岐市の簡易水道事業特別会計の予算は、次に定めものであります。 

 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１２億２,２８２万１,０００円と定めるものでござ

います。 

 ８ページをお願いいたします。歳入でございますが、１款分担金及び負担金、２款使用料及び

手数料につきましては、前年度を参考に計上しております。 

 ３款国庫支出金１目衛生費国庫補助金２億７,４２５万円につきましては、郷ノ浦支所管内に

おきます三島地区簡易水道、芦辺支所管内におきます箱崎国分地区簡易水道に対します国庫補助

金でございます。 

 ６款繰入金１項一般会計繰入金１目一般会計繰入金として、３億１,４０２万６,０００円お願

いするものでございます。 

 ８款諸収入２項雑入１目雑入５,９４８万３,０００円につきましては、道路改良工事等により

ます工事補償費等を計上しております。 

 ９款市債１項市債１目簡易水道事業債１億３,７１０万円につきましては、三島地区簡易水道

事業、箱崎国分地区簡易水道事業に対する借り入れでございます。 

 １４ページをお願いいたします。歳出１款総務費１項総務管理１目一般管理費１億１,３８２万

８,０００円につきましては、人件費等経常経費的なものでございますので、説明を省略させて

いただきます。 

 ２目施設管理費２億６,８６１万４,０００円につきましては、４支所管内におきます水道施設

の電気料、電話料各種業務委託料等の維持管理費でございます。 

 ２款施設整備費１項簡易水道施設整備費１目簡易水道施設整備事業費５億５,５０３万
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５,０００円につきましては、簡易水道施設整備事業に関する工事費等であります。 

 工事内容につきましては、郷ノ浦支所管内の三島地区簡易水道の三島海底送水管布設替工事

３億９,８６８万５,０００円で、渡良本島、嫦娥から大島までの間に海底送水管を布設替えする

ものでございます。同じく長島から原島までの間に、海底送水管の布設替えをするものでありま

す。 

 次に、芦辺支所管内の箱崎国分地区簡易水道事業の老朽管水道管布設替工事を予定しておりま

す。工事箇所につきましては、箱崎大左右触、中山付近を中心に実施するものでございます。 

 ３款公債費１項公債費２億８,４８４万４,０００円につきましては、起債に対する償還金でご

ざいます。 

 ４ページをお願いいたします。第２表地方債、起債の目的は簡易水道事業債、限度額を１億

３,７１０万円でございます。起債の方法は証書借り入れとしております。なお、利率は年５％

以内としております。 

 一時借入金につきましては、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時金の借り入れ

の最高額を３億円と定めるものであります。 

 歳入歳出予算事項別明細書につきましては、歳入を５ページに、歳出を６ページに記載してお

りますので、後もってお目通しをお願いいたします。 

 続きまして、議案第３０号平成１６年度壱岐市下水道事業特別会計予算について、御説明申し

上げます。 

 平成１６年度壱岐市の下水道事業特別会計の予算は、次に定めるものでございます。歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ５億９,７２４万４,０００円と定めるものでございます。 

 １０ページをお願いいたします。歳入１款分担金及び負担金、２款使用料及び手数料につきま

しては、前年度を参考に計上しております。 

 ３款国庫支出金１項国庫補助金１目土木費補助金２億４,２００万円につきましては、公共下

水道事業補助金でございます。 

 ４款繰入金１項一般会計繰入金１目一般会計繰入金２億２,８３７万３,０００円につきまして

は、一般会計からの繰り入れを予定しておるとこでございます。 

 ７款市債１項市債１目下水道事業債１億１,２４０万円につきましては、下水道事業に伴いま

す借り入れでございます。 

 １４ページをお願いいたします。歳出１款総務費１項総務管理１目一般管理費１億７,０７８万

２,０００円につきましては、人件費等ほか経常経費的なものでございます。２目施設管理費

１,４６４万７,０００円につきましては、北部水処理施設の電気料施設管理業務等維持管理費で

ございます。 
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 次の１款総務費２項下水道建設費１目下水道建設費５億２１３万５,０００円につきましては、

中央水処理施設建設に伴います人件費、事務費、工事費等でございます。本年度計画といたしま

しては、新公立病院建設地であります桜川地区付近までの暗渠工事、延長約１,３００メートル、

それからマンホールポンプ１カ所と水処理施設本体の機械、電気設備工事を計画しているところ

でございます。 

 ２款公債費１項公債費６,２５９万円につきましては、起債の償還金でございます。 

 ４ページをお願いいたします。第２表債務負担行為でございますが、事項といたしまして水洗

便所改造資金融資に係る金融機関の損失補償、期間平成１６年度、限度額は融資に係る金融機関

の損失額としております。 

 次に、平成１６年度水洗便所改造資金利子補給、借入総額を６００万円、期間平成１７年度か

ら平成２１年度の５カ年でございます。限度額３０万円。 

 次に、中央水処理センター建設工事、期間は平成１７年度、限度額は３億２,０００万円とし

ております。 

 次に５ページでございますが、第３表地方債、起債の目的といたしまして、下水道事業債限度

額１億１,２４０万円、起債の方法は証書借り入れ、利率は年５％以内としているところでござ

います。 

 次に、一時借入金でございますが、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金

の借り入れの最高額は３億円と定めておるところでございます。 

 歳出予算の流用につきましては、地方自治法第２２０条第２項ただし書きの規定により、歳出

予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定めております。 

 各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を生じた場合における同一款

内でのこれらの経費の各項の間の流用ということにしております。 

 続きまして、議案第３１号平成１６年度壱岐市漁業集落排水整備事業特別会計予算について、

御説明申し上げます。 

 平成１６年度壱岐市の漁業集落排水整備事業特別会計の予算は、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ２億９,３０５万８,０００円と定めるものでございます。 

 １０ページをお願いいたします。歳入１款使用料及び手数料につきましては、前年度を参考に

計上しております。 

 ２款県支出金１項県補助金１目農林水産業費補助金１億５,００１万６,０００円につきまして

は、漁業集落環境整備費補助金１億２,４８６万６,０００円、漁村生活環境整備事業費交付金

２,５１５万円を見込んでおるところでございます。 

 ３款繰入金につきましては、一般会計より７,２８５万９,０００円をお願いするところでござ
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います。 

 ４款繰越金１,０４６万９,０００円につきましては、１５年度分の余剰金を繰り越すものでご

ざいます。 

 ６款市債の下水道事業債５,６９０万円は、漁業集落環境整備事業に対する借り入れでござい

ます。 

 １４ページをお願いいたします。歳出、１款総務費１目一般管理費４４９万６,０００円につ

いては、経常経費的なものを計上しております。２目施設管理費８９５万６,０００円につきま

しては、芦辺支所管内の恵美須地区、石田支所管内の山崎地区の漁業集落排水施設の電気料、施

設管理業務委託料等の維持管理費でございます。 

 次に１６ページでございますが、１款総務費１目漁業集落排水整備費２億６,８６２万

７,０００円につきましては、瀬戸地区漁業集落排水整備事業に伴います人件費、用地購入費工

事請負費等でございます。工事内容につきましては、排水処理施設進入路、排水処理施設用地整

備、配水管工事、集落道の舗装工事を予定しているところでございます。 

 ２款公債費１項公債費１,０７７万９,０００円につきましては、起債の償還金でございます。 

 ４ページをお願いいたします。第２表債務負担行為、事項名、水洗便所改造資金融資に係る金

融機関の損失補償でございます。期間、平成１６年度、限度額融資に係る金融機関の損失額。 

 次に、事項名といたしまして、平成１６年度水洗便所改造資金利子補給でございますが、借入

総額を３５０万円、期間を平成１７年度から平成２１年度としております。限度額は３５万円と

しております。 

 次の５ページになりますが、第３表地方債、起債の目的といたしまして、下水道事業債、限度

額を５,６９０万円、起債の方法、証書借り入れ、利率５％以内としております。一時借入金に

つきましては、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借り入れの最高額は

２億円と定めるものでございます。 

 歳入歳出予算事項別明細書につきましては、歳入を７ページに、歳出を８ページに記載してお

りますので、お目通しをお願いいたします。 

 以上、御説明申し上げ、終わります。 

○議長（瀬戸口和幸君）  市民福祉課長。 

○市民福祉課長（川畑 文隆君）  議案第３２号平成１６年度壱岐市老人ホーム事業特別会計予算

について、御説明いたします。 

 予算書の１ページをお開きください。平成１６年度壱岐市の老人ホーム事業特別会計の予算は

次のとおりでございます。 

 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２億４,９２７万８,０００円でございます。第２条、
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地方自治法２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入金の総額は３,０００万円でござ

います。 

 ８ページ、９ページをお開きください。歳入の主なものの御説明をいたします。 

 ２款の繰入金１項一般会計繰入金につきましては、措置費の市が負担すべき費用と退職手当組

合の負担金、そして老人ホームの償還金一時借入金等につきましての一般会計の繰入金でござい

ます。２項基金繰入金につきましては、歳出の予算のために財政調整基金、それから施設整備基

金を取り崩しております。 

 それから、４款の諸収入につきましては、入居者の使用料等でございます。 

 １０ページ、１１ページをお開きください。６款の分担金及び負担金につきましては、老人

ホーム入所者の入所者負担金、それから扶養義務者負担金、そして市外分としまして、対馬の方

から入所してあります方の負担金でございます。 

 そして７款国庫支出金につきましては、老人保護措置負担金として２分の１相当が国庫支出金

として計上いたしております。 

 １２ページ、１３ページをお願いいたします。歳出の主なものを説明いたします。ホーム費の

１目事務費につきましては、嘱託の医師等の報酬と職員給与等でございます。 

 １４ページ、１５ページをお開きください。２目の保護費につきましては、これにつきまして

主なものにつきまして、これは入所者の入所等の利用費につきまして賄い材料等のもの、

２,９５０万円ほど組んでおります。 

 １６、１７ページをお開きください。２款公債費でございますが、地方債元金償還金、地方債

の利子償還金、一時借入金の利子につきまして計上いたしております。 

 以上でございます。 

 続きまして、議案第３３号平成１６年度壱岐市特別養護老人ホーム事業特別会計予算、予算書

の１ページをお開きください。 

 平成１６年度壱岐市の特別養護老人ホーム事業特別会計の予算は、次のとおりでございます。

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４億２,３９４万２,０００円でございます。 

 第２条、地方自治法２３５条の３第２項の規定によります一時借入金の借り入れの最高額は、

３,０００万円でございます。 

 ８ページ、９ページをお開きください。歳入の主なものを説明します。 

 １款の介護サービス収入でございますけども、１目の介護サービス費につきましては、これは

特養入所者の介護サービス費、それからショートステイのサービス費、デイサービス通所の介護

サービス費でございます。 

 ２目の利用者負担収入につきましては、同じようにショートステイ、それから入所、デイサー
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ビスに通所の方の負担金でございます。介護サービス計画費収入につきましては、これはケアプ

ラン計画費用の収入でございます。 

 下の４款繰越金につきましては、前年度繰越金として８８５万円を計上いたしております。 

 １２ページ、１３ページをお開きください。歳出の主なものを御説明いたします。１項の施設

介護サービス事業費でございますけども、事務費といたしまして、嘱託医師等の報酬、そして職

員給与等でございます。 

 １４ページ、１５ページをお開きください。２目の介護費でございますけども、主に需用費と

しまして、これは介護の賄い材料として３,２８５万３,０００円等を組んでおります。 

 それから１６、１７ページをお開きください。３項の通所介護サービス事業費でございますけ

ども、これは職員給与等でございます。 

 続きまして、１８、１９ページをお開きください。４項居宅介護サービス事業につきましては、

これも職員給与等、ケアマネージャー等の職員給与等でございます。 

 ２０ページ、２１ページをお開きください。２款の基金積立金でございますけども、財政調整

基金積立金、施設整備基金積立金としてこのように計上いたしております。３款の公債費につき

ましても、地方債元金償還金、それから地方債利子償還金分を計上いたしております。 

 以上でございます。 

 続きまして、議案第３４号平成１６年度壱岐市精神障害者地域生活支援センター事業特別会計

予算について、説明いたします。 

 平成１６年度の壱岐市の精神障害者地域生活支援センター事業特別会計の予算は、次のとおり

でございます。 

 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２,１４４万３,０００円でございます。地方自治法

２３５条に係る借入金の最高額は、１,０００万円でございます。 

 ８ページ、９ページをお開きください。歳入では、１款の県支出金、県補助金としまして、精

神障害者地域生活支援事業施設運営費県補助金として２,１３２万８,０００円を計上いたしてお

ります。 

 そして２款の繰入金、一般会計繰入金につきましては、県の補助金で足らない不足分につきま

して１１万４,０００円を繰り入れ予定いたしております。 

 １０ページ、１１ページをお開きください。歳出でございますけども、地域生活支援センター

費としまして運営費の中で主にこれは職員、あるいは嘱託職員等の人件費でございます。 

 以上で説明終わります。 

 続きまして、議案第３５号平成１６年度壱岐市精神障害者福祉ホームＢ型事業特別会計予算を

説明いたします。 
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 最初の１ページをお開きください。平成１６年度壱岐市の精神障害者福祉ホームＢ型事業特別

会計の予算は、次のとおりでございます。 

 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２,１７２万４,０００円でございます。地方自治法

第２３５条に規定します借入金の最高額は１,０００万円でございます。 

 ８ページ、９ページでございます。歳入で１款県支出金、県補助金として精神障害者福祉ホー

ムＢ型運営費県補助金１,８８０万７,０００円を計上いたしております。 

 ２款使用料及び賃借料ということで、使用料は入居者の居宅使用料について計上いたしており

ます。 

 ３款一般会計繰入金につきましては、県の補助金等で不足の分につきまして一般会計より

１９９万円を計上いたしております。 

 １０ページ、１１ページをお開きください。歳出で運営費でございますけども、これも嘱託職

員、そして職員等の人件費でございます。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（瀬戸口和幸君）  郷ノ浦支所長。 

○郷ノ浦支所長（吉永 正司君）  議案第３６号平成１６年度壱岐市三島航路事業特別会計予算に

ついて、説明いたします。 

 １ページ、お願いします。平成１６年度壱岐市三島航路事業特別会計の予算は、第１条で歳入

歳出それぞれ１億１,２４２万６,０００円といたします。第２条で、一時借入金の借り入れの最

高額は５,０００万円とします。 

 次は８ページ、お願いします。歳入で１款使用料及び手数料でございますが、船舶使用料、乗

船料及び自動車航送料を年間２,８００万円を見込んでおります。 

 ２款、３款の国、県の航路費補助金は、前年度実績をもとに２,６００万円、１,９００万円を

計上いたしております。 

 ５款の繰入金、一般会計の繰入金を３,９０６万３,０００円を予定をいたしております。 

 次は１２ページ、お願いします。歳出で運行費の一般管理費８,６３４万４,０００円は、一般

職４人分、海事職船員６人分、計１０人分の人件費が主なものです。７節の賃金２４２万

４,０００円は、甲板員１人分の賃金でございます。 

 次に１４、１５ページをお願いします。２目の業務管理費２,４８６万２,０００円の主なもの

は、需用費として中間検査、あるいは合入渠の修繕料１,１５５万円、燃料費７００万円が主な

ものでございます。 

 １３の委託料は陸上の綱取り委託料でございます。 

 使用料及び賃借料については、ドックの際の台船借り上げ料でございます。 
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 以上で説明を終わります。 

 次は、議案第３７号平成１６年度壱岐市農業機械銀行特別会計予算について、説明いたします。 

 １ページ、お願いします。平成１６年度壱岐市の農業機械銀行特別会計の予算は、第１条で歳

入歳出それぞれ５,６２６万７,０００円とします。 

 次は８ページ、お願いします。歳入で使用料でございます。４,６５５万６,０００円を見込ん

でおります。これは農業関係、施設、あるいは道路維持関係、公園管理分をあわせたものでござ

います。 

 ３款の基金繰入金は、減価償却基金繰入金９５９万円を見込んでおります。これは機械購入費

の財源でございます。 

 次は１２ページ、お願いします。歳出で総務管理費、一般管理費で５,３３８万８,０００円の

主なものは、報酬として嘱託職員１人の半年分をここで計上いたしております。賃金２,５７１万

４,０００円は、農業、農作業関係、あるいは公園管理、施設管理、道路維持関係分の賃金を計

上いたしております。 

 １１節の需用費で主なものは、トラクター等の修繕料、あるいは燃料費でございます。 

 下の方で１８節備品購入費９５６万円は、トラクター１台、サイバーハロー代かき機１台、現

場車両１台分を計上いたしております。 

 次は１４ページ、基金積立金として減価償却積立金２８２万９,０００円を計上いたしており

ます。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（瀬戸口和幸君）  水産課長。 

○水産課長（今村 光一君）  議案第３８号平成１６年度壱岐市芦辺港ターミナルビル事業特別会

計について、御説明を申し上げます。 

 １ページをお開き願います。平成１６年度壱岐市芦辺港ターミナルビル事業特別会計の予算に

つきましては、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６２８万２,０００円と定め、歳入歳出

予算の款項の区分及び当該ごとの金額、内容につきましては、２ページ、３ページ掲載のとおり

であります。 

 それでは、歳入より御説明申し上げます。８ページ、９ページをお開き願います。１款使用料

及び手数料１項使用料につきましては、ターミナルビル施設使用料と自動販売機使用料を計上い

たしております。２款繰入金につきましては、一般会計より４０６万２,０００円繰り入れるこ

とにいたしております。 

 それから、３款繰越金と４款諸収入につきましては、存目といたしております。 

 次に、歳出につきまして御説明申し上げます。１０ページ、１１ページをお開き願います。
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１款総務費総務管理費につきましては、需用費、役務費、浄化槽維持管理費を計上いたしており

ます。１款総務費２項施設整備費につきましては、人件費と１３節に委託料２６０万円を計上い

たしております。 

 この委託料につきましては、ターミナルビル建設に当たりまして、既設の高速船のフェリー待

合所もフェリーターミナルビルと同じ建物の中にするということで計画がなされております。そ

の前現在の既設の使用している浮桟橋の移転が生じますが、浮桟橋の移転先の静穏度、波の調査

と海底の水深、深浅測量の調査が必要でありますので、今回予算にお願いをいたしております。 

 以上でございます。 

○議長（瀬戸口和幸君）  公立病院事務長。 

○公立病院事務長（竹下 立喜君）  それでは、病院事業会計予算を御説明いたします。 

 １ページ目をお開きください。議案第３９号平成１６年度壱岐市病院事業会計予算。第２条の

業務の予定量で壱岐公立病院事業でございますが、全病床数１７４床で本年度改正いたしており

ます。 

 （２）の年間患者数でございますが、入院、外来合わせまして延べ１４万９,３９５人を見込

んで計画を立てております。 

 （４）の主な建設改良事業といたしまして、固定資産購入費は主に医療器械でございまして

７億８,６５０万９,０００円、また病院整備事業費で２９億３,４４０万円を計画いたしており

ます。 

 ２のかたばる病院事業におきましては、病床数合計７４床で、当年度改正いたしております。 

 （２）の年間患者数でございますが、入院、外来合わせまして延べ３万１３９人で見込みを立

てております。ちなみに１日平均入院で６２.６人、外来で３０人といたしております。 

 次のページをお願いいたします。第３条、収益的収入及び支出の予定額でございます。第１款

の壱岐公立病院事業では、収益的収支のそれぞれを２２億６,４３０万５,０００円を予定額とい

たしております。うち予備費に１,７３８万９,０００円を計上いたしております。 

 第２款のかたばる病院事業では、収益的収支のそれぞれを５億８,４１２万９,０００円を予定

額といたしております。予備費に７２万７,０００円を計上いたしております。 

 次のページでございますが、第４条、資本的収入及び支出の予定額でございます。第１款の壱

岐公立病院資本的収入の予定額を３７億４,６７６万２,０００円を定めております。うち出資金

の一部と企業債補助金は、病院建築の財源に充当するものでございます。 

 第１款資本的支出につきましては、３７億９,９６４万３,０００円を予定額といたしておりま

す。第１項の建設改良費につきましては、ほとんどが病院建築費に充てるものでございます。 

 資本収支の収入の不足する額、５,２８８万１,０００円は、損益勘定留保資金で補てんいたし
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ます。かたばる病院の方は基本計画はございません。 

 次のページをお願いします。第５条の企業債でございますが、起債の目的といたしまして、医

療器械整備事業、また病院建築整備事業といたしまして３３億８,９５０万円を限度額といたし

ております。利率等につきましては、次のとおり定めております。 

 第６条の一時借入金につきましては、壱岐公立病院事業２２億円と限度額といたしております。

これは病院事業費の中間払いが主でございます。かたばる病院につきましては、運営費の一時借

入金といたしまして、１億円を限度額といたしております。 

 次のページでございますが、第９条の棚卸資産購入限度額でございますが、両病院とも役員、

診療材料等が主でございます。第１０条の重要な資産取得処分でございますが、（１）の取得す

る資産で、医療器械備品を、ＭＲＩ外３点を上げております。 

 （２）でございますけど、病院建築の鉄筋コンクリートづくり５階建てが年度内に完成予定で

ございますので、取得財産といたしまして計上をいたしております。 

 ６ページ、お願いいたします。予算の実施計画書の説明を申しけ上げます。 

 壱岐公立病院事業収益といたしまして２２億６,４３０万５,０００円を計画いたしております。 

 入院収益では１２億１,２２２万８,０００円を計画いたしておりまして、ちなみに１日１人当

たり診療収益が２万３,２２５円を計画いたしております。外来収益では、７億３,３８６万円を

計画いたしております。１人当たりが大体７,５５０円でございます。 

 次の２の医業外収益で４の負担金交付金の２億４,１６５万８,０００円でございますが、必要

経費の中で地方公営企業法によります経費の負担区分の原則に従って、一般会計より繰り入れと

する性格ものでございます。 

 次の補助金でございますが、県からの救急医療運営費の補助金でございます。 

 次のページ、お願いします。壱岐公立病院事業費用でございますが、２２億６,４３０万

５,０００円を計画いたしております。１の給与費で１３億１,４２７万３,０００円、２の材料

費といたしまして５億９,２８１万円、うち薬品費を３億９,７３２万８,０００円を計上いたし

ております。 

 次のページでございますが、４の減価償却といたしまして６,５８７万７,０００円を計上いた

しております。２の医業外費用でございますが、節の２の一時借入金利子でございますが、これ

は病院建築工事費の中間払い等一時借入金の利子でございます。 

 一番下の５の繰延勘定償却でございますが、資本的収支から発生したものを３条予算で年次ご

とに償却するものでございます。 

 次１０ページ、お願いをいたします。資本的収入の収入でございますが、３７億４,６７６万

２,０００円を計画いたしております。 
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 ２の出資金につきましては、企業債償還金に充てます市町村からの３分の２の負担額と建築費

の一部負担でございます。３の企業債につきましては、病院建築の分といたしまして２６億

４,３００万円、医療器械整備事業の分といたしまして７億４,６００万円を政府基金の借り入れ

として予定いたしております。 

 ４の補助金でございますが、病院建築に該当いたします５項目の補助金を予定いたしておりま

す。 

 次のページ、お願いします。支出でございますが、３７億９,９６４万３,０００円を計画いた

しております。建設改良費の固定資産購入費でございますが、ＭＲＩほか検査機器等の医療器械

を重点に占めております。 

 ３の病院整備事業費といたしまして、２９億３,４４０万円を計画いたしております。 

 次のページ、お願いします。資金計画書でございますが、受け入れ資金といたしまして、

８９億３,９９６万円を予定いたしております。１１の前年度繰越金５億４,３４９万

５,０００円は、決算上ほぼ確定いたしてまいりました。支払い資金を差し引きますと、５億

９,２７８万４,０００円を現金預金といたしまして予定いたしております。 

 次は１９ページをお願いします。平成１６年度末の貸借対照表でございます。２の流動資産の

現金預金でございますが、５億９,２７８万４,４１８円といたしまして予定いたしております。 

 ２２ページをお願いをいたします。１５年度の損益計算書でございます。次のページをお開き

をいただきまして、下から３番目の当年度純利益でございますが、９,８０６万８,６８３円と

１５年度も引き続き黒字決算となっております。ただいま決算ヒアリング中でございますが、ほ

ぼ固まった数値であろうかと思っております。当年度未処理欠損金も２億円台に減少いたしまし

て、大分改善されてまいってきております。 

 ２７ページをお願いします。次は、かたばる病院事業会計の御説明を申し上げます。かたばる

病院事業収益といたしまして５億８,４１２万９,０００円を計画いたしております。入院収益で

は、３億５,６５４万６,０００円、外来収益で５,６１３万３,０００円を計画をいたしておりま

す。 

 ２の医業外収益、３の負担金交付金でございますが、運営費の一部負担金を繰入基準に基づき

まして一般会計から繰り入れるものでございます。 

 次のページでございますが、支出でございます。５億８,４１２万９,０００円を計画いたして

おります。うち給与費３億９,７８４万７,０００円、２の材料費といたしまして薬品費

５,５９０万６,０００円、予備費といたしまして７２万７,０００円を計上いたしております。 

 ３２ページをお願いします。資金計画でございます。受け入れ資金といたしまして８億

８６２万５,０００円、支払い資金といたしまして８億７４７万７,０００円を予定いたしており
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まして、差し引き１１４万８,０００円と予定いたしております。 

 ４０ページをお願いします。１５年度の損益計算書でございます。次のページでございますけ

ども、当年度純損失といたしまして１１万６,４３５円となっております。この時点では、まだ

医療でございまして、診療、受入態勢等整備も開始当初でございまして、不十分な点もあったろ

うかと思っております。 

 以上をもちまして、病院会計の説明を終わらせていただきます。 

○議長（瀬戸口和幸君）  郷ノ浦支所長。 

○郷ノ浦支所長（吉永 正司君）  議案第４０号平成１６年度壱岐市水道事業会計予算について、

説明いたします。 

 １ページ、お願いします。平成１６年度壱岐市水道事業会計の予算は、第２条で業務の予定量

を定めています。第３条で収益的収入及び支出の予定額は、収入、水道事業収益１億５,００５万

６,０００円、支出、水道事業費用１億３,９８５万６,０００円と定めます。内容は後のページ

で説明いたします。 

 第４条で資本的収入及び支出の予定額は、資本的収入１,１１３万７,０００円、資本的支出

７,３４８万５,０００円と定めます。資本的収入が資本的支出額に対し不足する額、

６,２３４万８,０００円は、過年度損益勘定留保資金５２万１,０００円、当年度分損益勘定留

保資金４,４００万円、当年度地方消費税、資本的収支調整額２４９万４,０００円及び建設改良

積立金１,５３３万３,０００円で補てんいたします。 

 次のページ、第５条で議会の議決を得なければ流用することのできない経費として、職員給与

費２,６９７万８,０００円とします。第６条で、棚卸資産の購入限度額は３４５万８,０００円

と定めます。 

 次は１６ページ、お願いします。収益的収入及び支出、収入でございます。水道事業収益、給

水収益、水道使用料１億４,８５０万円を見込んでおります。本年は各月検診への切りかえのた

め１１カ月分となります。 

 次の負担金８０万円は、新規加入者の負担金でございます。 

 次は１８、１９ページをお願いします。支出で水道事業費用、原水及び浄水費では委託料、ポ

ンプ支出、あるいは水質検査等の委託料が主なものでございます。修繕費は、水源の洗浄費等が

主なものでございます。 

 次に、動力費２,１６０万円は、水源水のポンプの動力、電力量でございます。２目の配水及

び給水費では２０ページの７節の委託料、配水池等の清掃委託料、量水器の検針委託料等が主な

ものです。８の修繕費は、配水管の修理費等でございます。３目の総掛かり費は、職員給与費

３人分が主なものでございます。 
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 次に、２２ページ、２３ページ、４の減価償却費で４,４１４万２,０００円を見込んでおりま

す。 

 次に２４ページ、２５ページ、営業外費用では、企業債の支払利息、消費税の支払い分を計上

いたしております。 

 次に２６ページ、２７ページは、資本的収入及び支出の資本的収入では、工事負担金、これは

県道、市道の配水管移転補償費を計上いたしております。 

 次に２８、２９ページ、支出、建設改良費では、工事請負費、道路工事等に伴う配水管の埋設

がえ工事費でございます。資産購入費では、量水器の購入費、これは計量検定による取りかえ分

を計上いたしております。 

 企業債の償還金９９７万１,０００円を計上いたしております。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（瀬戸口和幸君）  総務部長。 

○総務部長（松本 陽治君）  議案第４１号について、御説明を申し上げます。 

 長崎県市町村議会議員公務災害補償等組合を組織する地方公共団体の数の減少について、地方

自治法第２８６条第１項の規定に基づき、平成１６年７月３１日をもって長崎県市町村議会議員

公務災害補償等組合から富江町、玉之浦町、三井楽町、岐宿町、奈留町、若松町、上五島町、新

魚目町、有川町及び奈良尾町を脱退せしめる。 

 本議案につきましては、本年の８月１日に五島市並びに新上五島町が設置をされるわけでござ

いますが、今申し上げました１０町が廃止となります。 

 したがいまして、長崎県市町村議会議員公務災害補償等組合を組織する市町村から減ずるとい

うことになります。その協議については、地方自治法の規定によって議会の議決が必要となりま

すので、提案をするものでございます。 

 次に、議案第４２号について御説明を申し上げます。長崎県市町村議会議員公務災害補償等組

合を組織する地方公共団体の数の増加及び組合を組織する地方公共団体の数の増減に伴う規約の

変更について。地方自治法第２８６条第１項の規定に基づき、平成１６年８月１日から長崎県市

町村議会議員公務災害補償等組合に新上五島町を加入せしめ、同組合の規約を次のとおり変更す

るものでございます。 

 本議案につきましても、本年８月１日に新上五島町が設置をされることに伴いまして、同組合

を組織する市町村の数が増加することになります。また、組合市町村の増減による規約の変更と

規約の中の組合事務所の会館名の変更、あるいは文言の整理を行うものでありますが、この協議

についても議会の議決が必要となりますので、提案をするものでございます。 

 次のページをごらんいただきたいと思います。当組合の規約の一部を変更する規約案でござい
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ます。第５条中につきましては、組合事務所の住所表示の整理でございまして、長崎市栄町４番

９号に改めるというものと、会館名の変更で長崎県市町村会館に改めるというものでございます。 

 第１２条につきましては、文言の整理、第１８条については、町村を市町村に改めるというも

のでございます。 

 別表につきましては、五島の１０町を減じて新上五島町を追加するものでございます。 

 なお、五島市につきましては、現在福江市が独自に設けておる制度がありまして、五島市とな

りましても、独自の制度で対応をするということでございます。 

 附則といたしまして、この規約は県知事の許可の日から施行し、１６年８月１日から適用する

ということでございます。 

 次に、議案第４３号長崎県市町村総合事務組合を組織する組合市町村数の減少について。地方

自治法第２８６条第１項の規定に基づき、平成１６年７月３１日をもって長崎県市町村総合事務

組合から福江市以下富江町、玉之浦町、三井楽町、岐宿町、奈留町、若松町、上五島町、新魚目

町、有川町、奈良尾町、下五島地域広域市町村圏組合、五島西部衛生施設組合及び上五島地域広

域市町村圏組合を脱退せしめる。 

 本議案につきましても、８月１日に五島市、新上五島町が設置されることに伴うものでござい

まして、福江市を初めとする１市１０町が７月３１日をもって廃止、また３つの広域市町村圏組

合等が解散をすることになりますので、これらの市町村及び組合を総合事務組合から減じるもの

であります。 

 続きまして、議案第４４号長崎県市町村総合事務組合を組織する組合市町村数の増加及び規約

の変更について。本議案につきましても、１６年８月１日から長崎県市町村総合事務組合に五島

市及び新上五島町を加入せしめ、また組合を組織する組合市町村のうち、長崎県町村議会議員公

務災害補償等組合が長崎県市町村議会議員公務災害補償等組合に名称を変更したことに伴い、長

崎県市町村総合事務組合規約を次のとおり変更するということでございます。 

 本議案につきましても、五島市、新上五島町が設置をされまして、両市町の加入によって総合

事務組合を組織する組合市町村が増加することになります。それと、組合市町村のうち、議会議

員公務災害補償等組合が町村から市町村に名称を変更したことに伴って、提案をするものでござ

います。 

 次のページでございますが、規約の一部を変更する規約でございます。別表１を次のように改

めるということでございます。別表１でございますが、組合を組織する組合市町村、福江市を初

めとする１市１０町及び関係の３つの広域圏組合を減じて、五島市、新上五島町を追加するもの

でございます。 

 別表２につきましては、第３条９号に関するものは、町村議会議員公務災害補償等組合を市町
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村に市町村議会議員公務災害補償等組合に改める。 

 それから、第３条１０号は福江市を削除、第３条１１号については、福江市を五島市に改める

というものでございます。 

 附則といたしまして、この規約は総務大臣の許可の日から施行し、平成１６年８月１日から適

用するということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（瀬戸口和幸君）  お諮りします。再開後１時間経過しますが、このまま続行したいと思い

ますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（瀬戸口和幸君）  続行することにいたします。 

 市民生活部長。 

○市民生活部長（園田 省三君）  議案第４５号長崎県離島医療圏組合を組織する地方公共団体の

数の減少について、御説明いたします。 

 平成１６年８月１日に福江市、富江町、玉之浦町、三井楽町、岐宿町、奈留町の１市５町が、

また若松町、上五島町、新魚目町、有川町、奈良尾町の５町がそれぞれ市町村合併に伴う廃置分

合が予定されており、地方自治法第２８６条第１項の規定により、平成１６年７月３１日をもっ

て長崎県離島医療圏組合からこの１市１０町を脱退せしめるものであります。 

 提案理由、長崎県離島医療圏組合を組織する地方公共団体の数の減少に関する協議については、

地方自治法２９０条の規定により、議会の議決を経る必要があるものであります。 

 以上で、議案第４５号の説明を終わります。 

 続きまして、議案第４６号長崎県離島医療圏組合を組織する地方公共団体の数の増加及び同組

合を組織する地方公共団体の数の増減に伴う組合規約の変更について、御説明いたします。 

 平成１６年８月１日に福江市、富江町、玉之浦町、三井楽町、岐宿町、奈留町、１市５町が五

島市に、また若松町、上五島町、新魚目町、有川町、奈良尾町の５町が新上五島町にそれぞれ市

町村合併に伴い、廃置分合が予定されており、地方自治法第２８６条第１項の規定により、同年

月日から長崎県離島医療圏組合に五島市及び新五島町を加入せしめ、長崎県離島医療圏組合規約

を別紙のとおり変更するものであります。 

 提案理由、長崎県離島医療圏組合を組織する地方公共団体の数の増加及び同組合を組織する地

方公共団体の数の増減に伴う組合規約の変更に関する協議については、地方自治法第２９０条の

規定により、議会の議決を経る必要があるものであります。 

 次のページの別紙をお願いします。中ほどの福江市及び南松浦郡７人が、五島市４人及び新五

島町３人にそれぞれ改められております。これは、長崎県離島医療圏組合規約第６条１号及びそ
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の別表に規定の組合の議会の議員の定数であります。なお、施行期日は、附則により総務大臣の

許可の日から施行するとされております。 

 以上で議案第４６号の説明を終わります。 

○議長（瀬戸口和幸君）  総務部長。 

○総務部長（松本 陽治君）  議案第４７号について、御説明申し上げます。長崎県町村土地開発

公社定款の変更について、公有地の拡大の推進に関する法律第１４条第２項の規定に基づき、議

会の議決を求めるものでございます。 

 提案理由でございますが、市町村の廃置分合に伴い、本公社名を長崎県市町村土地開発公社に

変更すること、また本公社設立団体である南松浦郡富江町、玉之浦町、三井楽町、岐宿町町、奈

留町が平成１６年８月１日に五島市として施行され、当該５町については、本公社を脱退するこ

とから本公社定款を変更するものであります。 

 次のページをごらんいただきたいと思います。長崎県土地開発公社定款の変更について、まず

題名を長崎県市町村土地開発公社定款ということになります。 

 それから、第２条につきましては、名称変更でございます。町村が市町村に変わるということ

でございます。 

 それから、第４条については事務所の所在地ですが、これも町村を市町村に変更するというこ

とです。 

 それから、第２４条につきましては、資産の条項でございますが、富江町などの５町が脱退す

ることに伴いまして、基本財産が変更となるものでございます。 

 それから、別表第１については、富江町を含む５町の脱退については、公社の理事会において

議決をされておりますが、定数の変更については、設立団体の議会の議決が必要となってまいり

ます。 

 それから、別表第２につきましては、人口出資額を示すものでございますが、脱退、あるいは

名称変更に伴って出資額が変更となるものでございます。富江町から奈留町については、脱退、

若松町から奈良尾町については、新上五島町に名称変更ということになってまいります。 

 附則でございます。この定款は、長崎県知事の許可の日から施行する。ただし、第２４条別表

第１及び別表第２の改正規定は、平成１６年８月１日から施行するということになります。 

 続きまして、議案第４８号について御説明を申し上げます。過疎地域自立促進計画の策定につ

いて、過疎地域自立促進特別措置法第６条の規定に基づき、過疎地域自立促進計画を別冊のとお

り策定したいので、議会の議決を求めるものでございます。 

 提案理由につきましては、本市は平成１６年３月１日、過疎地域自立促進特別措置法の適用を

受けたので、同法第６条第１項の規定に基づき、議会の議決が必要となりますので、提案をする
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ものでございます。 

 別冊をごらんいただきたいと思います。過疎地域自立促進計画書でございますが、合併前の旧

石田町を除く３町が平成１２年に過疎地域の指定を受け、３町それぞれに平成１２年度から

１６年度までの前期５カ年の過疎地域自立促進計画を策定をしておりましたけれども、先ほど申

し上げましたように、合併して壱岐市が本年３月１日に誕生いたしました。それとともに、新た

に過疎地域に指定をされました。 

 したがいまして、前期計画の残りの期間、平成１７年３月３１日までの計画を策定をするもの

でございます。 

 次の目次をごらんいただきたいと思いますが、過疎法の第６条の規定で定められた１０項目に

沿って、１基本的な事項から１０まで定められた１０項目に沿って計画をいたしております。中

身については、ここで説明は省略をさせていただきたいと思います。 

 内容につきましては、これまでの各町の計画に新市の建設計画等を加えて作成をしております。

なお、平成１７年度から２１年度までの工期の計画については、今年度中に新たに取りまとめを

行いまして、工期の計画を策定をするということになってまいります。 

 以上、４８号の説明を終わります。 

○議長（瀬戸口和幸君）  産経部長。 

○産業経済部長（末永 榮幸君）  議案第４９号から５３号までについて、御説明を申し上げます。 

 まず、議案第４９号財産の無償譲渡について、地方自治法第９６条第１項第６号の規定に基づ

き、議会の議決を求める。平成１６年６月１１日提出。 

 提案の理由でございますが、社団法人壱岐郡農業振興公社清算人から寄附受納財産を壱岐郡農

業協同組合へ無償譲渡するものでございます。 

 次のページをお開きください。物件でございますが、建物の所在地、種別数量でございますが、

芦辺町国分東触６７８番地、鉄筋コンクリートの平屋建ての１棟でございまして、面積が

２６４平方メートル、建築等の時価でございますが、１,８６５万４,０６０円でございます。譲

渡の相手方は、壱岐郡農業協同組合代表理事組合長吉野誠治でございます。 

 位置でございますが、次のページ、図面をつけておりますので、若干御説明を申し上げますが、

壱岐郡農業振興公社の位置でございます。赤い部分の北側隣はＪＡの営農センターでございまし

て、手前の南側になりますけれども、薄い部分が普及センターという位置の間にある建物でござ

います。 

 ４ページ目は平面図を添付いたしておりますが、若干補足説明いたしますと、この件につきま

しては、３月１９日に市議会全員協議会を開いていただいて、御説明をした内容のものでござい

ます。社団法人の壱岐郡農業振興公社、この財産をＪＡ壱岐郡へ直接譲渡ができないために公社
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の解散手続中の残余財産でございます。建物鉄筋コンクリート２６４平米と現金の２,１３４万

８,４２２円を壱岐市へ５月２８日に寄附採納をいただいております。それを受託いたしており

ますので、これを壱岐市より寄附受納財産としてＪＡへ無償で譲渡をしようとするものでござい

ます。 

 現金につきましては、予算書では歳入の４７ページで指定寄附を受け入れでしております。支

出につきましては、ページの一般会計補正予算のページの１３７ページで、農業振興費の中で

２６節の寄附金として支出をするということで計上いたしておりますので、よろしくお願いいた

します。 

 次は、議案第５０号でございます。議案第５０号あらたに生じた土地の確認及び字の区域の変

更について、地方自治法第９条の５第１項の規定により、本市に新たに生じた土地を確認し、同

法第２６０条第１項の規定により字の区域を次のとおり変更するものでございます。 

 平成１６年６月１１日提出でございます。提案の理由は、法の２６０条第１項の規定に基づき

まして、議会の議決を必要とするものでございます。１ページをあけていただきまして、これは

一番最後の図面から御説明を申し上げます。ちょっと横長に見ていただきましょうか。 

 この位置は、郷ノ浦のマイナス７メートル岸壁、豪華客船の「あすか」が接岸した部分でござ

います。赤い部分を塗っておる部分が岸壁でございます。これは、この赤い部分は国の直轄事業

で仕事をなされて竣工したものでございます。面積が２ページ目でございますが、２ページ目に

戻っていただきまして、面積が３,７０９.３７平方メートル、これを近傍の一番編入する区域は

字立場山というところに編入をするものでございます。 

 ここの分につきましては、平成１６年３月３１日に国土交通省九州地方整備局長より市への区

域の編入の依頼の文書をいただいております。マイナス７メートル岸壁、延長２２０メートル、

平成１０年度から平成１６年３月３１日までの期間で竣工いたしております。全体の事業費が

１６９億１,２３３万円でございます。 

 以上でございます。 

 それから、議案第５１号の御説明を申し上げます。議案第５１号あらたに生じた土地の確認及

び字の区域の変更についてでございます。地方自治法第９条の５第１項の規定により、本市内に

新たに生じた土地を確認し、同法第２６０条第１項の規定により字の区域を次のとおり変更する。

平成１６年６月１１日提出でございます。 

 提案の理由は、同じく２６０条第１項の規定に基づいて議会の議決を求めるものでございます。 

 この議案につきましては、石田町の山崎漁港になります。山崎漁港の改修事業でマイナス

３メートル岸壁と船揚げ場の用地について、手続をとるものでございます。昭和５１年１２月か

ら昭和５５年３月までに要した事業で竣工がなされておるものでございます。 
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 次のページをお開きください。面積４,０９８.６７平方メートルを編入する区域は、字宮田町

へ編入するものでございます。一番最後のページ、図面をお開きください。横広く見ていただき

ますと、ゴシックの濃い次の山崎漁港の方向は、真正面に向きますと芦辺町の内海湾の青嶋九州

電力の発電所の方向になる部分でございます。ここの赤く塗った部分、左側の方が埋立地、防波

堤の根元付近が給油施設、それから左側のちょっとへこんだところが船揚げ場ということになっ

ておりまして、ここの用地を新たに竣工した土地として市の土地に所在地を設けるものでござい

ます。 

 以上で５１号を終わりまして、議案第５２号あらたに生じた土地の確認及び字の区域の変更に

ついてでございます。同じく地方自治法第９条の５第１項の規定により、本市内に新たに生じた

土地を確認し、同法第２６０条第１項の規定により字の区域を次のとおり変更する。平成１６年

６月１日提出。 

 提案理由は、地方自治法第２６０条第１項の規定に基づきまして、議会の議決を必要とするも

のでございます。 

 同じく石田町の山崎漁港でございますが、今度は山崎漁港の海岸保全施設用地の整備事業で、

護岸の完成した部分の新たに生じた土地を設けるものでございます。これは、昭和５８年９月か

ら昭和６０年３月に竣工いたしております。 

 次のページを開いていただきまして、面積は５７１.２５平方メートル、編入する区域は字堂

崎へ編入するものでございます。 

 最後のページの図面でございますが、赤く塗った部分でございまして、山崎漁港の東防波堤の

基部の海岸保全施設で用地を設けたものでございます。延長６５メートルの部分になります。 

 以上で５２号を終わりまして、議案第５３号の御説明を申し上げます。 

 議案第５３号あらたに生じた土地の確認及び字の区域の変更について、地方自治法第９条の

５第１項の規定により、本市内に新たに生じた土地を確認し、同法第２６０条第１項の規定によ

り字の区域を次のとおり変更する。平成１６年６月１１日提出。 

 提案理由、地方自治法第２６０条第１項の規定に基づき、議会の議決が必要でございます。同

じく山崎漁港の海岸保全施設の整備事業、護岸でございます。これは昭和６０年の８月から平成

元年９月にかけまして竣工した部分でございます。 

 次のページを開いていただきまして、面積は７,６３８.２５平方メートル、編入する区域は字

大流川地先から字辻、それから字瀬戸ノ上で編入するものでございます。 

 最後のページを開いていただきまして、図面の赤く塗った部分でございますが、これは幡鉾川

の河口付近出たところから、石田の山崎漁港に向かいますと、夕部干拓と通称呼ばれるところが

ございます。この護岸の基部から山崎漁港の南防波堤までの間、約８００メートルの間の海岸保
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全で新たに生じた土地がございます。これを編入するものでございます。 

 以上で説明終わります。 

○議長（瀬戸口和幸君）  次に、請願第１号「壱岐公立病院に人工透析室の設置」を求めるための

請願について、紹介議員の説明を求めます。 

 地方自治法第１１７条の規定により、８番、町田正一議員の退場をお願いいたします。 

〔８番 町田 正一君 退場〕 

○議長（瀬戸口和幸君）  ７番、平尾議員。 

○議員（７番 平尾 典子君）  ただいま議題となりました請願第１号「壱岐公立病院に人工透析

室の設置」を求めるための請願について、その提案の理由を申し上げます。 

 請願人は、壱岐腎友会会長、壱岐人工透析患者を支える会代表であります。なお、案文の朗読

をもって説明にかえさせていただきます。 

 壱岐公立病院に人工透析室の設置求めるための請願書。 

 １、請願の趣旨、現在壱岐市内においては６７名の人工透析患者が島内の民間の２つの病院に

通院し、人工透析を週３回、１人４時間程度受けております。しかし、既に島内の２つの病院で

は満床状態であり、またその専門性から見ても患者が適切な医療を受けているとは、甚だ疑問に

感じます。しかも島内の透析患者の中には、福岡市内で透析を受けている人もおり、そのために

島外に転居して透析を受けている人もいます。 

 ここ数年以内に人工透析の必要性を言われている患者もおり、現状では島内の２つの病院では

処遇が手いっぱいの状態で、患者も病院変更、時間変更も全くできない状態です。 

 このことのしわ寄せが患者に来ており、幾つかの問題も出てきております。患者にとっては生

死の問題であります。一刻も早く壱岐公立病院に人工透析の機器を導入し、また人工透析室が設

置され、患者が安心して医療行為を受けられるよう切に希望してやみません。 

 以上、地方自治法第１２４条の規定により、請願を提出いたしますので、御採択いただきます

ようお願い申し上げます。 

 ２、請願の理由、現在日本では腎臓病の患者が糖尿病の６７０万人からますます増加傾向にあ

り、それからくる透析患者も急速に増加してきています。壱岐においても、糖尿病の患者も増加

してきており、必然的に人工透析を受ける患者もここ数年内に増加することが予想されます。 

 しかし、島内においては人工透析室は２つの民間病院にだけにあり、その処遇者も機器の台数

から見て既に手いっぱいの状況にあるのが現状です。平成１４年、１５年にかけては１４名の患

者が死亡しています。患者は人工透析を受けないと死に至るわけですし、ほかに全く延命の治療

がありません。仕事の時間の変更もならず、病院の転院もできず、まさに患者の置かれている状

況は、目を覆うばかりです。 
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 壱岐市議会におかれましては、ぜひ私たちの窮状を御理解賜り、壱岐公立病院に１０床程度の

透析室を設けられ、私たち患者が安心して医療を受け、また普通に日常生活が送れますよう働き

かけていただきますようにお願いするものであります。 

 以上でありますが、請願の趣旨を御理解いただき、御賛同賜りますよう１３名の紹介議員を代

表いたしまして、請願趣旨理由の説明を終わります。ありがとうございました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（瀬戸口和幸君）  日程第４３、陳情第５号非核・平和壱岐市宣言の制定についての陳情か

ら、日程第４６、要請第１号地方分権を確立するための真の三位一体改革の実現に関する対応に

ついての依頼までについてはお手元に各々写しを配付致しておりますので説明に代えさせて頂き

ます。 

 以上で本日の日程は終了いたしました。これで散会いたします。 

午後３時33分散会 

────────────────────────────── 


